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広
島
大
学
だ
よ
り

広
島
大
学
だ
よ
り

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

浅
原
学
長
に
聞
く

目
標
が
高
い
か
ら
こ
そ
成
長
す
る

人
も
、大
学
も

水を通じて
地域貢献したい

相手の
気持ちになって
考える

STARTプログラムに
参加

　

文
部
科
学
省
に
研
究
大
学
と
し
て
選
定
さ

れ
た
広
島
大
学
は
、研
究
力
強
化
に
取
り
組

み
、「
10
年
以
内
に
世
界
ト
ッ
プ
１
０
０
位
以
内

の
大
学
」を
目
標
に
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。改
革
の
先
頭
に
立
ち
、

「
目
標
が
高
く
な
け
れ
ば
、成
長
は
な
し
」と
語

る
浅
原
学
長
に
、「
本
学
の
将
来
像
」な
ど
を
聞

き
ま
し
た
。

―

被
爆
地
に
開
学
し
た
大
学
と
し
て
、

平
和
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
ま
す
ま
す

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
が
。

　

現
在
、
本
学
の
学
生
の
７
割
は
、
広
島

県
外
の
出
身
者
で
す
。
彼
ら
は
、
県
内
出

身
者
と
比
べ
て
、
広
島
の
歴
史
や
平
和
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
こ
れ
ま
で
少
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま

え
、
本
学
は
平
成
23
年
度
、
全
学
部
新
入

生
を
対
象
に
、
平
和
科
目
を
必
修
化
し
、

平
和
に
つ
い
て
の
意
識
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
い
ま
、
社
会
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
、

「
平
和
に
つ
い
て
の
意
識
」
は
、
実
は
無

関
係
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
社
会
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
む
ほ
ど
、
宗
教
や
文
化
が

違
う
人
と
交
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

そ
の
分
、
衝
突
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の

で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
「
共
存
」

が
大
切
で
、
そ
の
究
極
的
な
形
が
「
国
際

平
和
」
な
の
で
す
。
学
生
た
ち
に
「
国
際

平
和
」
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
「
平
和
科
目
」
は

大
変
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―

学
長
の
考
え
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」
と
は
？

　

異
な
る
文
化
な
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
精
神
的
に
豊
か
な
人
間
の
こ
と

で
す
。
現
在
、
海
外
進
出
を
加
速
さ
せ
る

日
本
企
業
の
悩
み
は
、
海
外
で
働
け
る
人

材
が
少
な
い
こ
と
。
確
か
に
「
海
外
で
暮

ら
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
苦
労
す
る
こ
と

が
多
く
、
日
本
の
常
識
を
そ
の
ま
ま
持
ち

込
ん
だ
ら
、
不
自
由
さ
を
強
く
感
じ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
本
学
と
し
て
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
負
け
ず
、
過
酷
な
状
況
も
受

け
入
れ
、
行
動
で
き
る
「
タ
フ
な
人
間
」

を
育
て
た
い
の
で
す
。

　

本
学
に
は
、
独
自
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
は
じ
め

多
数
の
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
変
え
、
異
文

化
を
理
解
で
き
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」

と
な
る
門
戸
は
、
広
く
開
か
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
学
生
に
異
文
化
を
知
る
と
同

時
に
、
語
学
力
な
ど
を
磨
い
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

―

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
な
る
た
め

に
、
語
学
力
以
外
で
、
身
に
付
け
て
お

く
べ
き
こ
と
は
？

　

語
学
力
の
次
に
重
要
な
の
が
、
「
教

養
」
で
す
。
海
外
に
行
っ
て
、
現
地
の
人

に
「
日
本
か
ら
来
ま
し
た
」
と
言
う
と
、

文
化
を
は
じ
め
、
日
本
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

私
た
ち
は
自
分
の
国
に
つ
い
て
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
授
業
科
目
に

「
名
著
と
の
対
話
」
が
あ
り
ま
す
。
生
涯

に
一
度
は
触
れ
て
お
き
た
い
古
典
、
名
著

な
ど
計
20
冊
を
指
定
し
、
集
中
講
義
な
ど

で
熟
読
し
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
日
本
の

文
化
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
、
例
え
ば

『
武
士
道
』
（
新
渡
戸
稲
造
著
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
本
を
読
ん
で
、
日
本
の

文
化
に
つ
い
て
知
り
、
海
外
に
行
っ
た
と

き
に
、
日
本
人
と
し
て
自
分
の
国
を
説
明

で
き
る
力
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
と

り
わ
け
、
世
界
的
な
知
名
度
を
持
つ
広
島

か
ら
海
外
に
行
く
わ
け
で
す
か
ら
、
広
島

の
歴
史
や
、
平
和
に
対
す
る
思
い
も
含
め

て
説
明
で
き
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

―

広
島
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
本
学
が

果
た
す
べ
き
「
地
域
貢
献
」
と
は
？

　

本
学
の
取
り
組
み
が
、
文
部
科
学
省

の
選
定
す
る
本
年
度
の
「
地
（
知
）
の

拠
点
整
備
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
本
学
が
広
島
県
、
広
島

市
、
東
広
島
市
と
連
携
し
、
「
ひ
ろ
し

ま
の
平
和
発
信
」
「
条
件
不
利
地
域
」

「
障
が
い
者
支
援
」
と
い
う
広
島
地
域
の

重
点
課
題
の
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
で

す
。
そ
の
中
で
、
全
学
生
が
参
加
す
る
新

た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、
「
ひ

ろ
し
ま
」
を
知
り
、
理
解
し
、
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
地
元
企
業
に
卒
業
生
を
送
り
出

す
こ
と
も
地
域
貢
献
で
す
。
地
元
企
業
で

も
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
在
学
生
を
数

多
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
学
生
に
と
っ
て
「
社
会
で

働
く
」
と
い
う
こ
と
を
知
る
絶
好
の
機

会
。
社
会
勉
強
に
な
る
と
同
時
に
、
「
大

学
で
何
を
勉
強
す
れ
ば
よ
い
か
」
が
分
か

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
来
年
度
か
ら
、
１

年
生
を
対
象
と
し
た
体
験
型
の
授
業
科
目

を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
本
学
は
、
医
療
人
の
育
成
な
ど

を
通
し
て
「
地
域
の
医
療
を
守
る
」
と
い

う
責
任
が
あ
り
ま
す
し
、
高
度
医
療
を
提

供
す
る
大
学
病
院
は
、
地
域
医
療
の
最
後

の
砦
。
本
年
９
月
に
、
大
学
病
院
に
開
院

し
た
新
た
な
診
療
棟
は
、
そ
の
役
割
を
担

う
上
で
さ
ら
な
る
貢
献
を
果
た
す
で
し
ょ

う
。

―

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
と
「
地

域
貢
献
」
を
両
立
さ
せ
る
の
は
、
難
し

い
こ
と
で
は
？

　

「
地
域
」
と
い
う
言
葉
を
限
定
的
に
捉

え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
や
、

ア
ジ
ア
も
、
あ
る
意
味
で
は
「
地
域
」
。

日
本
や
ア
ジ
ア
に
「
研
究
大
学
」
と
し

て
、
広
く
貢
献
す
る
こ
と
も
本
学
の
使
命

で
す
。
現
在
、
日
本
の
医
療
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
そ
れ
を
開
発
途
上
国
、

特
に
ア
ジ
ア
に
、
「
教
育
体
制
も
含
め
て

提
供
し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
当

然
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
高
等
教
育
分
野

の
教
員
や
、
工
学
な
ど
の
も
の
づ
く
り
人

材
を
現
地
で
養
成
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

こ
れ
は
相
手
の
国
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
将
来
を
支
え
る
上
で
も
重
要

な
の
で
す
。
現
在
、
日
本
は
少
子
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
国
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
は
優
秀
な
若
い
人
材
が
必
要
。
そ

の
た
め
の
重
要
な
方
策
の
一
つ
が
、
留
学

生
の
獲
得
で
す
。
研
究
大
学
で
あ
る
本
学

は
、
「
地
域
貢
献
」
を
通
じ
て
、
そ
の
一

翼
を
担
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

―

本
年
８
月
、
文
部
科
学
省
は
、
研
究

力
強
化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
事
業
「
研
究
大
学
強
化

促
進
事
業
」
で
、
本
学
を
研
究
大
学
と

し
て
22
大
学
・
機
関
の
一
つ
に
選
定
し

ま
し
た
。
本
学
に
と
っ
て
の
同
選
定
の

意
義
は
？

　

こ
の
選
定
の
価
値
は
、
「
も
し
、
選
ば

れ
な
か
っ
た
ら
？
」
を
考
え
れ
ば
、
分
か

り
ま
す
。
留
学
生
は
「
研
究
大
学
」
を
目

指
し
、
日
本
人
学
生
も
「
研
究
大
学
」
に

集
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
代
の
流
れ

の
中
、
も
し
選
ば
れ
な
か
っ
た
ら
、
学
生

も
来
な
く
な
り
、
研
究
費
も
次
第
に
減
少

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
考
え
る

と
、
選
ば
れ
た
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
選
ば
れ
た
か
ら
、
こ
れ

で
終
わ
り
」
で
は
な
く
、
「
こ
れ
が
始

ま
り
」
な
の
で
す
。
「
研
究
力
の
強
化
」

が
本
学
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
す
か
ら
、

も
っ
と
研
究
力
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
具
体
的
に
は
、
今
後
10

年
間
で
、
論
文
数
や
被
引
用
数
、
大
学
院

の
留
学
生
数
を
倍
に
し
、
「
世
界
ト
ッ
プ

１
０
０
位
以
内
の
大
学
」
と
い
う
大
き
な

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

―

「
目
標
は
高
く
掲
げ
な
い
と
駄
目
」

と
い
う
の
が
、
学
長
の
持
論
だ
そ
う
で

す
が
。

　

そ
う
し
な
い
と
、
高
い
と
こ
ろ
に
到
達

で
き
ま
せ
ん
し
、
目
標
が
高
い
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
、
み
ん
な

努
力
し
続
け
る
の
で
す
。
こ
れ
は
「
生
涯

学
び
続
け
る
人
間
を
つ
く
る
大
学
」
と
い

う
精
神
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
研
究

力
が
高
く
な
れ
ば
、
教
育
力
も
上
が
り
ま

す
。
本
学
で
は
、
体
験
型
学
習
を
増
や

し
、
学
生
が
成
長
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
生
に
は
、
本
学
の
整
っ
た
環
境
の
中

で
学
び
、
主
体
的
に
行
動
し
、
自
分
の
進

む
べ
き
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
力
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
本
学
は
、
教
育
力
や
研
究
力
を
通

じ
て
、
「
学
生
が
成
長
す
る
大
学
、
国
際

社
会
で
存
在
感
の
あ
る
大
学
」
を
目
指
し

ま
す
。

　
11
月
２
日
（
土
）
、
第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
広
島
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
広

島
大
学
と
広
島
大
学
校
友
会
が
卒
業
生
や
元

教
職
員
な
ど
を
招
待
し
て
歓
待
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
毎
年
11
月
の
第
１
土
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
午
前
中

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
「
20
歳
の
風

景
」
、
山
内
昌
之
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
に
よ
る
学
術
講
演
「
歴
史
に
学
ぶ
志
」

を
開
催
。
メ
イ
ン
会
場
周
辺
で
は
、
物
産

展
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
学
生
チ
ー
ム
企

画
、
海
外
校
友
会
交
流
会
、
懇
親
会
な
ど
を

実
施
し
、
学
部
・
研
究
科
に
お
い
て
も
多
種

多
様
な
企
画
行
事
を
行
う
ほ
か
、
当
日
は
大

学
祭
、
E
‐
S
t
o
r
m
（
教
育
学
部
祭
）

（
11
月
３
日
（
日
）
も
開
催
）
も
同
時
開
催

し
ま
す
。
な
お
11
月
９
日
（
土
）
に
は
霞
キ

ャ
ン
パ
ス
に
て
、
霞
祭
（
11
月
10
日
（
日
）

も
開
催
）
と
と
も
に
北
村
惣
一
郎
氏
（
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）
に
よ
る
講

演
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
本
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
を

中
心
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
よ
り
多
く
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
教
職
員
、
在
学
生
が
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

 メイン会場：サタケメモリアルホール
  9:00～　　　　受付開始
10:00～11:00  オープニングセレモニー
　・ＨＣＤスペシャルコーラス
　・学長挨拶、来賓紹介　・大学歌合唱
　・広島大学「20歳の風景」スライドショー
11:00～12:00  学術講演 山内昌之氏
　（東京大学名誉教授）「歴史に学ぶ志」
※サタケメモリアルホールロビー
　「広島大学の歴史」展
　（10:00～17:00／広島大学文書館）　
 サタケメモリアルホール周辺
10:00～17:00　連携市町の物産展
11:00～16:00　ＨＣＤ学生チーム企画　
 学士会館会場
16:00～17:30　懇親会（会費制）　
 学部・研究科会場
■総合科学部・総合科学研究科
 ・ 海外留学報告会　13:30～15:00
 ・ 総合科学部後援会総会
　14:10～15:00/総合科学研究科
　第１会議室
■文学部・文学研究科
 ・ 世界とふれあう語学カフェ
　14:00～16:00/文学研究科Ｂ153講義室、
　講義棟１階学生ロビー
■教育学部・教育学研究科
 ・ 演奏会　オペラハイライト上演
　13:30～15:30/教育学研究科Ｆ棟101号室
 ・ プレゼンテーション「まなぶ・はたらく・く
らす」
　10:00～17:00/北体育館、体育館前

■法学部・経済学部・社会科学研究科
 ・ 講演会
　13:30～14:45/法学部・経済学部
　講義棟Ｂ351大会議室
 ・ 懇親会
　14:50～15:30/法学部・経済学部
　講義棟Ａ102中会議室
■理学部・理学研究科
 ・ 生物科学科同窓会
　12:30～16:00/理学研究科Ｅ002
 ・ 地球惑星システム学専攻　シンポジウム
　13:00～17:00/理学研究科
　Ｂ棟603号室
■先端物質科学研究科
 ・ 研究室公開
　11:00～15:00/先端物質科学研究科、
　ナノデバイス・バイオ融合科学研究所
■工学部・工学研究科
 ・ 研究室訪問、パネル展示
　13:30～15:00/工学研究科大会議室
　他
■生物生産学部・生物圏科学研究科
 ・ 食料・環境問題国際シンポジウム
　13:00～16:30/生物生産学部Ｃ206
　講義室
■国際協力研究科
 ・ 20周年記念セミナー
　13:30～15:00/国際協力研究科
　大会議室
■霞地区合同（11／9（土））
（医学部・歯学部・薬学部・医歯薬保健学研
究科・原爆放射線医科学研究所・大学病院）
 ・ 講演会  北村惣一郎氏

　「再生医療と人工臓器」
　15:00～16:30/霞キャンパス広仁会館
　大会議室
　※霞祭（11／9（土）、10（日））開催
■文書館「昭和のかお里」優品展
　11／1（金）、2（土）
　10:30～17:30/中央図書館１階ロビー
■情報メディア教育研究センターセミナー
　13:30～16:30/情報メディア教育研究
　センター
■東広島天文台
　17:00～19:00　観望会
　※天文台へマイクロバスの送迎有
■キャリアセンター（11／30（土））
 ・ 基調講演・個別交流会
　13:00～17:30／法・経済学部
 ・ 懇親会
　17:30～19:30／東福利会館
　
 大学祭、Ｅ‒Ｓｔｏｒｍ（教育学部祭）
11／2（土）、3（日）開催

松井 理恵子 Rieko Matsui
広島市水道局 施設部水質管理課
（2011年3月 理学研究科中退）

中原 健太 Kenta Nakahara
株式会社日立製作所
調達統括本部材料調達部鋼材グループ
（2008年3月 総合科学部卒業）

　

弱
視
の
人
が
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
範
囲
や
文
字
の
大
き
さ
な
ど
を
測
定

す
る
i
P
a
d
専
用
の
無
料
ア
プ
リ
「
日

用
視
野
測
定
ツ
ー
ル
」
を
開
発
し
た
、
教

育
学
研
究
科
の
氏
間
和
仁
准
教
授
。

　

こ
の
ツ
ー
ル
を
使
え
ば
、
人
に
よ
っ
て

違
う
「
見
え
に
く
さ
」
を
客
観
的
に
測
定

で
き
、
教
育
支
援
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

先
生
の
専
門
は
教
育
学
。
中
で
も
、

「
視
覚
障
害
教
育
」
の
分
野
を
中
心
に
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
„
見
え
に
く
い
＂
と
は
ど
う
い
う
状

態
な
の
か
、
実
際
、
本
人
に
は
ど
の
よ
う

に
見
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
理
解
で
き

る
と
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
そ
の
人
に
と

っ
て
見
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
私
の
研

究
の
基
本
的
な
ベ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
教

育
学
と
い
う
の
は
実
学
で
す
か
ら
、
実
際

に
困
っ
て
い
る
人
に
、
そ
の
結
果
を
ど
う

反
映
し
て
い
く
か
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
」
と
先
生
。

　

今
回
開
発
さ
れ
た
日
用
視
野
測
定
ツ
ー

ル
を
使
う
と
、
自
分
で
は
自
覚
し
づ
ら
い

見
え
に
く
さ
を
客
観
的
に
測
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
「
そ
の
人
の
見
え
方
を

私
た
ち
が
少
し
で
も
理
解
し
、
そ
れ
に
応

じ
た
教
育
的
支
援
を
し
て
い
く
。
測
定

と
、
そ
の
結
果
を
反
映
さ
せ
た
指
導
方
法

の
連
携
が
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ん
で
す
。
そ
し
て
、
ア
プ
リ
を
使
う
に
は

や
は
り
練
習
が
必
要
。
練
習
の
仕
方
も
重

要
で
す
し
、
負
担
感
な
く
身
に
付
け
て
も

ら
う
の
は
、
教
育
の
一
番
得
意
な
部
分
で

す
ね
」

　

先
生
の
研
究
室
で
は
、
金
・
土
・
日
曜

日
に
、
視
覚
障
害
の
人
を
対
象
に
し
た
教

育
相
談
を
附
属
特
別
支
援
教
育
実
践
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
て
、
見
え
に
く
さ
に
悩

ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
・
学
校
の
担

任
の
先
生
な
ど
の
関
係
者
が
、
全
国
か
ら

相
談
に
来
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

 

「
見
え
方
も
年
齢
も
手
指
の
器
用
さ
も
、

機
械
と
の
親
和
性
も
人
に
よ
っ
て
違
う
ん

で
す
。
検
査
し
た
り
、
実
際
に
や
り
と
り

し
た
り
す
る
中
で
、
ど
ん
な
ア
プ
リ
を
使

っ
た
ら
い
い
の
か
大
体
見
え
て
く
る
ん
で

す
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
出
て
く
る
こ

と
も
あ
り
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
答
え
を

出
せ
な
い
ん
で
す
が
、
そ
う
な
っ
た
と
き

は
、
研
究
室
を
あ
げ
て
調
べ
て
い
ま
す
」

　

研
究
者
と
し
て
の
今
後
の
目
標
を
聞
く

と
、
「
教
員
を
養
成
す
る
場
の
研
究
者
と

し
て
、
視
知
覚
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究

は
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
成
果
を
臨
床
で

活
用
し
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

る
の
か
を
常
に
考
え
突
き
詰
め
て
い
っ

て
、
そ
れ
こ
そ
『
視
覚
障
害
教
育
学
』
と

い
う
学
問
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
く
ら
い
ま

で
、
基
礎
的
な
理
論
と
臨
床
を
体
系
的
に

構
築
し
て
い
き
た
い
」
と
、
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
「
目
が
見
え
に
く
い
人
っ
て
、

40
〜
50
歳
を
す
ぎ
た
ら
ぐ
っ
と
増
え
て
く

る
。
意
外
に
身
近
な
ん
で
す
よ
、
視
覚
障

害
者
の
教
育
っ
て
。
私
た
ち
が
や
っ
て
い

る
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
中
で
は
あ
ま
り

メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
で
す
が
、
社
会
全
体

で
捉
え
る
と
、
恩
恵
を
受
け
る
人
が
か
な

り
多
い
分
野
で
も
あ
る
。
そ
う
考
え
る

と
、
視
覚
障
害
教
育
を
学
問
と
し
て
体
系

づ
け
て
い
く
の
は
、
社
会
全
体
と
し
て
も

有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
見
え
に

く
さ
で
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
を
も
っ
と
ハ

ッ
ピ
ー
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

広
島
大
学
基
金
は
、皆
さ
ま
か

ら
の
ご
寄
附
に
よ
り
運
営
し
、主

に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
奨
学
金
、学
生
の

海
外
派
遣
な
ど
の
学
生
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

今
回
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
、ご
芳

名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援

▼
井
山
英
男
さ
ん
▼
医
療
法

人
社
団
み
め
ぐ
み
会
サ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
理
事
長
中
村
雄
二
さ
ん

▼
医
療
法
人
み
な
み
会
理
事

長
星
野
修
司
さ
ん
▼
越
智
光

夫
さ
ん
▼
加
藤
美
志
彦
さ
ん

▼
國
利
辰
洋
さ
ん
▼
坂
下
勝

さ
ん（「
特
別
校
友
」の
称
号
授

与
）▼
Ｄ
＆
Ｘ
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
董
国
斌
さ
ん
▼

広
島
大
学
天
水
職
員
宿
舎
自

治
会
世
話
人
丹
根
一
夫
さ
ん
▼

広
島
大
学
医
学
部44

年
卒
ク

ラ
ス
会
さ
ん
▼
星
野
修
司
さ

ん（「
特
別
校
友
」の
称
号
授

与
）▼
森
脇
慎
也
さ
ん
▼
山
田

章
弘
さ
ん
▼
温
泉
川
梅
代
さ

一
人
一
人
の「
見
え
に
く
さ
」を
理
解
し
、

「
も
っ
と
見
え
や
す
い
」環
境
を
作
っ
て
い
く

相
手
の
気
持
ち
を
ま
ず
は
理
解
し
、

全
力
を
つ
く
す

視
覚
障
害
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
。

そ
う
い
う
人
た
ち
を
も
っ
と
ハ
ッ
ピ
ー
に
！

水道局での仕事は?
　主な仕事は皆さんが日々使っている水
道水を、浄水場などで検査することです。
水道の水質などの問い合わせにも答え、
時には自宅まで伺って水質を検査するこ
ともあります。もともと大学では、タンパク
質の構造を分析する研究をしていたの
で、分析ができる仕事を希望していまし
た。大学院1年の時、試験に合格し就職が
決まりました。
水道局の仕事は検査だけじゃない?!
　仕事を始めて分かったのですが、広島市には多岐にわたる仕事があります。特に驚
いたのが、市のいろいろな部門が、広報の一環として、フラワーフェスティバルなどの
イベントに、ブースを出展していることです。水道局のブースでは、「飲んでみんさい!
広島の水」というボトルウオーターをアンケートに答えてくれた人へプレゼントしまし
た。他にも、小学校の浄水場見学や出前教室などを通して、
水道局の仕事と水道について知ってもらう取り組みもして
います。
　安全な水を届けることで広島市民の生活を支えている
仕事なので、やりがいを感じます。
学生時代の経験で、今、役立っていることは?
　服の販売のアルバイトをしていましたが、幅広い年代の
人を接客したことで話の幅が広がり、人と話すのが好きになりました。大学最後の年
には、約5カ月間イギリスに留学しました。英語はあまり得意ではなかったのですが、
伝えたいという気持ちがあれば思いは通じるし、何より自分の意見を言えるようにな

りました。言わないと相手に伝わらないですから。
アルバイトや留学を通して、コミュニケーション能
力が身に付いたと思います。仕事はコミュニケー
ションから始まると日々感じますので、学生時代に
さまざまな立場の人と関わる経験をして良かった
と思いますし、今の仕事にも生きています。
これから挑戦したいこと
　いろんな部署に異動してさまざまな視点から学
び、「水道」についてもっと詳しくなりたいです。そ

現在の仕事は?
　当社は、さまざまな材料や部品を他社
から購入し、加工・組み立てして製品化
し、顧客に製品を提供することで成り立っ
ています。私の仕事は、材料・部品の調達
で、主に鉄板を担当しています。ただし、
単純に「売られているものを買う」のでは
なく、まずは市場調査で相場を把握し、そ
れから取引先と交渉し、価格を擦り合わ
せ、購入します。
仕事で大切にしていること

　調達は、材料・部品を取り扱う取引先の営業担当者と顔を合わせて、やりとりをす
る仕事です。相手側は「売らない」という選択肢を持っていますが、調達に「買わない

」の選択肢は存在しません。そのため、相手にとって日立の窓
口は自分自身であり、「自分の振る舞いが日立の印象を決める
」ということを意識し、取引相手にも当社に良いイメージを持
ってもらえるよう心掛けています。これは入社当初、先輩社員
から「全人格を鍛えなさい」と教わったことがきっかけでした。
「目に見える部分だけでなく、見えない部分も鍛える」というこ
とです。見えない部分が、普段の振る舞いに表れると考えるか
らです。
社会人になって発見したこと

　相手の気持ちを考えて話すようになりました。配慮ができるようになり、心が穏や
かになった気がします。自分を含めて、それぞれの立ち位置を理解するように心掛け
ている成果かもしれません。特に学生時代は「何でも自分でできる!」と思っていたの
ですが、その自信は入社後すぐに崩壊しました。その代わり、助けを求め、また助けを
出すようになりました。仕事は自分一人です
るものではないと分かったからです。
後輩に伝えたいこと
　海外に行くことをお勧めします。留学でも
旅行でもかまいませんが、ポイントは一人で
行くこと。ビジネスの場は、今後さらに世界
へ広がります。海外へ出張することになった
ら、全て一人で調べ準備しなければならな

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

広
島
大
学
基
金
事
務
局

℡
０
８
２（
４
２
４
）６
１
３
２

ご
寄
附
者
ご
芳
名（
五
十
音
順
）

広
島
大
学
基
金
運
営

へ
の
ご
支
援
に
、心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
仕
事
拝
見
！

年間約600人が海外へ 学部１年生から大学院生向けまで、世界各地へ
派遣するプログラムを用意しています多様な海外派遣プログラム 広

大
か
ら
世
界
へ 

世
界
か
ら
広
大
へ

世界66ヵ国・地域から９９４人の留学生
を受け入れ
キャンパスでの国際交流

（平成25年5月1日現在）

Ｏ
Ｂ  

Ｏ
Ｇ
紹
介

広
大
生
の
た
め
の
広
報
誌

「
H
U
‐
s
t
y
l
e
」で

紹
介
し
た
Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

HU-style
vol.30（2012.7）

＆
vol.33（2013.4）

より

以前参加した友達に、「アクティブで学習意欲の高い人が
集まる」と聞き、いろんな学部の人たちと関わってみたい
と思い参加しました。現地では、英語でプレゼンテーショ
ンする機会がとても多く、ジエスチャーやアイコンタクト
をとるなど、単純なことが意外とできていないことに気づ
かされましたね。最初は英語でのやりとりに苦労しました
が、使えそうな言葉をまねしているうちに少しずつ会話が
長く続くようになりました。一緒に参加したメンバーの中
には、長期の語学留学を目指してがんばっている子もい
ます。私も将来論文を書いたり、世界の人を相手に自分の
研究を発表したりするために、英語力を磨いていきたい

海外経験の少ない学部新入
生が対象で、海外で異文化を
体験する機会を提供し、国際
交流や留学への関心を高める
きっかけとなるプログラムで
す。参加費用の一部を大学が
補助し、学生の経済的負担を

大学間学生交流協定に
基づく、半年～1年間の
交換留学。単位互換が認
められます。

広島大学と、留学先の
海外協定大学から1つ
ずつ、合計2つの修士
学位を取得することが
できます。

大学院生を対象とし
た、国際社会で活躍で
きる実践的研究者・専
門職業人を育成する
ための海外でのイン
ターンシッププログラ

登録した学生に対し、学内外での国際交流イ
べン卜など国際交流に関する様々な情報を提
供します。

留学生と日本人学生がペアを組んで練習相手
になり、お互いの語学力向上を目指すシステム

留学生一人につき日本人学生一人がつき、半
年から1年間、生活・学習面でのサポートを行

International Luncheonをはじめ、留学生と日
本人学生が交流を深められるイベントを開催
しています。

海外へと一歩踏み出したことで、
視野が大きく広がりました

＆

第６回広島大学ホームカミングデーの様子

11
月
２
日（
土
）

第
７
回　

広
島
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

11
月
２
日（
土
）

第
７
回　

広
島
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（韓国）



平成25年10月号（3） 広島大学だより （2）平成25年10月号 広島大学だより

学部学生２,５０８人、専攻科生22
人、大学院学生１,３８７人に入学運航を開始した広島県ドクターヘ

リ

両大学の学生で記念撮影

浴衣や甚平姿の参加者

昨年を１,９００人以上も上回る
３４,３４７人が来場

車両３台を使った走行実験 被災地の自治体と初めて協定を締
学部生43人、大学院生173人に

学位を授与

大学病院の新シンボル
「Four Seasons Tree（四季の木）」

内堀福島県副知事（左）から
感謝状を受け取る浅原学長（右）

熊 美里さん左から金田さん、小田さん、田丸さ写真提供：竹原市（9/2撮影）

記念写真

広島大学 吹奏楽団

新診療棟（手前）

江坂宗春 副学長
（学生支援担当）
キャリアセンター長

広大生の就職率（平成２４年度）

※就職率=就職決定者数÷就職希望者数

就職率（全体）

就職率（学部）

就職率（修士課程
・博士課程前期）

プログラム名 全体

89.3%

88.1%

91.0%

企業

93.2%

94.3%

91.8%

公務員

76.5%

70.6%

90.0%

教職

86.0%

85.0%

88.0%

「
タ
フ
な
人
間
」に

な
る
た
め
に
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー

Pick Up New
s

ト
ピ
ッ
ク
ス
の
中
か
ら
、気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
を
詳
し
く
ご
紹
介
！

Pick Up！

Pick Up！ Pick Up！

Pick Up！

Pick Up！

Pick Up！

Pick Up！

キャリアセンターは、学生プラザ２階
にあります。

配分予定額　
４億円　

３億円

　
２億円

　　　　　　　　　支援対象機関（22機関）　
東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学　
筑波大学、東京医科歯科大学、東京工業大学、電気通信大学、
大阪大学、広島大学、九州大学、奈良先端科学技術大学院大学、
早稲田大学、自然科学研究機構、高エネルギー加速器研究機構、
情報・システム研究機構　
北海道大学、豊橋技術科学大学、神戸大学、岡山大学、熊本大学、
慶応義塾大学

※URA：University Research Administratorの略

【
日　
時
】12
月
21
日（
土
）

 

14
時
開
場 

14
時
半
開
演　

※

入
場
無
料

【
場　
所
】広
島
文
化
学
園
Ｈ
Ｂ
Ｇ
ホ
ー
ル

【
連
絡
先
】0
9
0
‐3
8
8
0
‐3
3
1
2

 HP

：http://huwo.gozaru.jp/

第
49
回
定
期
演
奏
会

ホームカミングデーにご来場
いただく方々をおもてなしする
ために、今年も在学生チーム
を結成！
アイデアを凝らした企画を用
第７回広島大学ホームカミングデー
〈日　時〉11月２日（土）
〈メイン会場〉東広島キャンパス  サタケメモリアルホール

●
平
成
25
年
度
入
学
式
を
挙
行

●
二
川
浩
樹
教
授
（
医
歯
薬
保
健
学
研
究

院
）
が
平
成
25
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文

部
科
学
大
臣
表
彰
「
科
学
技
術
賞　

開
発

部
門
」
を
受
賞

●
大
学
病
院
が
広
島
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
広

島
市
西
区
・
旧
広
島
西
飛
行
場
）
で
広

島
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
記
念
式
典

を
挙
行

●
第
46
回
中
国
弓
道
競
技
大
会
・
男
子
個

人
戦
で
体
育
会
弓
道
部
の
湯
谷
知
大
さ
ん

（
法
学
部
２
年
）
が
優
勝
。
女
子
団
体
戦

で
医
学
部
霞
弓
道
部
女
子
が
優
勝

●
信
州
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、
茨
城
大

学
と
環
境
人
材
育
成
に
関
す
る
単
位
互
換

協
定
を
締
結

●
Ｐ
Ｐ
Ｒ
蛋
白
質
の
核
酸
認
識
コ
ー
ド
の

解
読
に
成
功

山
本
卓
教
授
（
理
学
研
究
科
）
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
。

●
見
え
に
く
さ
に
困
難
を
抱
え
た
児
童
生

徒
の
た
め
の
ア
プ
リ
「
日
用
視
野
測
定

ツ
ー
ル
」
を
開
発

氏
間
和
仁
准
教
授
（
教
育
学
研
究
科
）
の

研
究
室
。

●
平
成
25
年
度
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
奨
学
生
に

11
人
を
採
用

●
文
書
館
が
新
た
な
資
料
を
公
開

本
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
牟
田
稔
氏
（
元

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
、
森

岡
正
美
氏
（
元
広
島
県
立
高
校
校
長
）
に

関
す
る
資
料
。

●
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
（
Ｘ
Ｆ
Ｅ

Ｌ
）
に
よ
る
重
原
子
の
特
徴
的
な
振
舞
い

を
検
出

和
田
真
一
助
教
（
理
学
研
究
科
）
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
。

●
サ
バ
大
学
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
と
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

意
見
交
換
を
実
施

●
広
島
大
学
校
友
会
が
「
第
37
回
ひ
ろ
し

ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加

●
本
学
の
震
災
支
援
活
動
に
対
し
、
福
島

県
知
事
が
感
謝
状
を
贈
呈

●
先
端
物
質
科
学
研
究
科
が
ジ
ェ
ン
ベ
ル

大
学
先
端
科
学
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
部
局
間
国
際
交
流
協
定

を
締
結

●
超
伝
導
転
移
温
度
の
高
さ
と
電
子
対
の

強
さ
を
つ
な
ぐ
法
則
を
発
見

井
野
明
洋
助
教
（
理
学
研
究
科
）
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
。

●
留
学
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
１
３
を
開
催

留
学
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
の
提
供
と
学

内
外
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
紹
介
。

●
本
学
と
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
大
学
（
ケ
ニ
ア
）

に
よ
る
学
生
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
H
U
‒

K
U 

S
t
u
d
e
n
t 

F
o
r
u
m 

２
０

１
３
」
を
開
催

●
理
学
研
究
科
が
レ
ン
ヌ
第
１
大
学
科

学
・
物
性
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
フ
ラ
ン

ス
）
と
部
局
間
国
際
交
流
協
定
を
締
結

●
ウ
ラ
ル
国
立
大
学
（
ロ
シ
ア
）
の
副
学

長
ら
が
本
学
を
訪
問

●
「
学
生
プ
ラ
ザ
昼
時
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催

音
楽
協
議
会
に
所
属
す
る
学
生
サ
ー
ク
ル

が
演
奏
を
披
露
。

●
附
属
幼
稚
園
の
園
児
が
田
植
え
を
体
験

●
本
学
学
生
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女

子
Ｕ
‒
19
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
に
選
出

●
文
書
館
が
昭
和
20
年
代
瀬
戸
内
の
貴
重

な
資
料
を
公
開

広
島
と
ゆ
か
り
の
あ
る
ビ
ル
・
シ
ェ
リ
フ

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ェ
リ

フ
）
氏
に
関
す
る
資
料
。

●
体
育
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
が
３
年

連
続
で
全
国
大
会
に
出
場

●
電
子
に
働
く
力
の
定
量
化
に
初
め
て
成

功岩
澤
英
明
助
教
（
放
射
光
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
患
者
に
お
け
る
汗

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
を
同
定

秀
道
広
教
授
（
医
歯
薬
保
健
学
研
究
院
）

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
・
女
子
ヨ
ッ
ト
部
が

中
四
国
イ
ン
カ
レ
で
好
成
績

団
体
で
優
勝
。
宮
澤
侑
吾
さ
ん
（
工
学
部

３
年
）
と
黒
瀬
友
紀
さ
ん
（
生
物
生
産
学

部
２
年
）
の
ペ
ア
が
個
人
ス
ナ
イ
プ
級
で

優
勝
、
大
田
夕
紀
さ
ん
（
教
育
学
部
３

年
）
と
亀
山
隼
輔
さ
ん
（
経
済
学
部
３

年
）
の
ペ
ア
が
個
人
４
７
０
級
で
２
位
入

賞
。

●
本
学
学
生
、
広
島
県
竹
原
市
で
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る

●
国
際
協
力
研
究
科
（
「
ア
ジ
ア
の
平
和

と
安
全
保
障
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
パ
ヤ
ッ

プ
大
学
（
タ
イ
）
と
部
局
間
国
際
交
流
協

定
を
締
結

●
ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
お
よ
び
林
野
庁

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
と
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
見
交
換
を
実

施●
国
際
協
力
研
究
科
と
法
学
部
（
「
ア
ジ

ア
の
平
和
と
安
全
保
障
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

が
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
政
治
・
行
政
学
部

（
タ
イ
）
と
部
局
間
国
際
交
流
協
定
を
締

結●
工
学
研
究
科
が
忠
南
大
学
校
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
研
究
院
（
大
韓
民
国
）

と
部
局
間
国
際
交
流
協
定
を
締
結

●
体
育
会
軟
式
野
球
部
、
全
国
大
会
出

場
●
「
広
大
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施

浅
原
学
長
を
は
じ
め
学
生
・
教
職
員
総
勢

２
７
５
人
が
参
加
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ゴ

ミ
を
拾
っ
た
。

●
第
18
回

ゆ
か
た
ま
つ

り
を
開
催

●
小
島
由
継
教
授
（
先
進
機
能
物
質
研
究

セ
ン
タ
ー
）
の
研
究
が
独
立
行
政
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構
の
戦
略
的
創
造
研
究
推

進
事
業
・
先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
の

特
別
重
点
技
術
領
域
に
採
択

●
歯
の
喪
失
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
関

係
を
動
物
実
験
で
解
明

大
上
博
史
歯
科
診
療
医
（
病
院
）
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
。

●
「
学
長
と
学
生
と
の
意
見
交
換
会
」
を

開
催

約
40
人
の
学
生
が
参
加
し
、
教
育
内
容
や

学
生
支
援
の
充
実
な
ど
、
活
発
な
意
見
交

換
を
行
う
。

●
開
南
大
学
（
台
湾
）
と
大
学
間
国
際
交
流

協
定
を
締
結

●
医
歯
薬
保
健
学
研
究
科
が
中
国
医
薬
大
学

健
康
看
護
学
院
（
台
湾
）
と
部
局
間
国
際
交

流
協
定
を
締
結

●
第
１
６
８
回
広
島
大
学
学
位
記
（
博
士
）

授
与
式
を
開
催

15
人
に
博
士
の
学
位
記
を
授
与
。

●
簡
便
な
方
法
で
、
従
来
の
１
３
０
倍
高
性

能
な
光
触
媒
の
開
発
に
成
功

齋
藤
健
一
教
授
（
自
然
科
学
研
究
支
援
開

発
セ
ン
タ
ー
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
の
学

生
を
迎
え
て
夏
期
特
別
研
修
を
実
施

学
術
交
流
協
定
校
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
か
ら
学
生
19
人
が

参
加
。

●
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
医
科
薬
科
大
学
歯
学
部

（
ベ
ト
ナ
ム
）
に
歯
学
部
と
の
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
を
開
設

●
単
純
な
金
属
を
磁
気
セ
ン
サ
ー
に
応
用
で

き
る
新
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
発
見

獅
子
堂
達
也
助
教
（
先
端
物
質
科
学
研
究

科
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
Ｉ
Ｎ
Ｕ
（
国
際
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
学

生
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
修
士
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
催

海
外
８
カ
国
10
大
学
の
学
生
・
教
職
員
約

70
人
と
国
内
３
大
学
の
学
生
・
教
職
員
約

１
０
０
人
が
参
加
。

●
平
成
25
年
度
広
島
大
学
原
爆
死
没
者
追

悼
式
を
挙
行

●
文
部
科
学
省
の
平
成
25
年
度
「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
に
本
学
の

取
り
組
み
が
採
択

●
文
部
科
学
省
の
平
成
25
年
度
「
成
長
分
野

等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人
材
養
成
の
戦
略

的
推
進
事
業
」
に
本
学
の
取
り
組
み
が
採
択

●
文
部
科
学
省
「
研
究
大
学
強
化
促
進

事
業
」
に
本
学
が
研
究
大
学
と
し
て
選

定
●
広
島
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
３
を
開
催

●
附
属
福
山
高
等
学
校
の
軟
式
野
球
部
が
全

国
大
会
に
出
場

第
58
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
に
西
中
国
代
表
と
し
て
出
場
。

●
文
化
サ
ー
ク
ル
団
体
連
合
百
人
一
首
愛
好

会
が
全
国
大
会
で
好
成
績

第
20
回
全
日
本
大
学
か
る
た
選
手
権
大
会

の
団
体
戦
の
部
で
ベ
ス
ト
16
。
個
人
戦

（
新
人
の
部
）
で
、
加
茂
優
太
さ
ん
（
法

学
部
１
年
）
が
ベ
ス
ト
８
、
松
田
あ
い
子

さ
ん
（
教
育
学
部
１
年
）
が
ベ
ス
ト
16
。

●
生
物
生
産
学
部
を
会
場
に
「
日
本
生
物
学

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
３
本
選
（
広
島
大

会
）
」
を
開
催

●
難
治
性
疼
痛
に
対
す
る
治
療
薬
候
補
の
発

見仲
田
義
啓
教
授
（
医
歯
薬
保
健
学
研
究

院
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
学
生
サ
ー
ク
ル
「
広
島
大
学
吹
奏
楽

団
」
、
全
国
大
会
出
場

●
豊
か
な
生
態
系
は
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
利
用

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
発
見

土
居
秀
幸
特
任
講
師
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
実
践
研
究
セ
ン

タ
ー
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
巨
大
な
構
造
転
移
を
伴
っ
た
モ
ッ
ト
絶
縁

体
の
金
属
化
に
乾
電
池
１
個
に
満
た
な
い
電

圧
で
成
功

中
村
文
彦
助
教
（
先
端
物
質
科
学
研
究

科
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
大
学
病
院
の
新
診
療
棟
の
開
院
を
記
念
し

た
オ
ブ
ジ
ェ
を
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
入
口
に
設
置

●
福
島
県
南
相
馬
市
と
包
括
的
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結

●
文
部
科
学
省
の
平
成
25
年
度
科
学
技
術
人

材
育
成
費
補
助
事
業
「
女
性
研
究
者
研
究
活

動
支
援
事
業
（
拠
点
型
）
」
に
本
学
の
取
り

組
み
が
採
択

●
放
射
線
被
ば
く
後
に
発
病
す
る
白
血
病
の

原
因
遺
伝
子
を
発
見

稲
葉
俊
哉
教
授
（
原
爆
放
射
線
医
科
学
研

究
所
）
と
本
田
浩
章
教
授
（
同
）
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
。

●
緊
急
仮
橋
モ
バ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
の
伸
長
展

開
と
車
両
走
行
の
公
開
実
験
を
実
施

有
尾
一
郎
助
教
（
工
学
研
究
院
）
ら
の
共

同
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

●
大
学
病
院
の
新
診
療
棟
が
開
院

●
体
育
会
陸
上
競
技
部
が
全
日
本
学
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
の
中
国
四
国
地
区
予
選

会
で
１
位
入
賞
。
全
国
大
会
に
７
年
連
続

で
出
場

●
平
成
25
年
度
広
島
大
学
秋
季
学
位
記
授
与

式
を
挙
行

２
０
１
３
年
４
月
〜
９
月

「
学
生
が
成
長
す
る
大
学
」を
目
指
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
タ
フ
な
人
材
の
育
成

に
取
り
組
む
広
島
大
学
。

こ
の
半
年
の
主
要
な
内
容
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
25
年
４
月

平
成
25
年
５
月

平
成
25
年
６
月

平
成
25
年
７
月

平
成
25
年
８
月

平
成
25
年
９
月

 

‒
広
大
生
の
就
職
状
況
は
？

　

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
落
ち
込
ん
で
い
た
就
職
率
が
、
だ
ん
だ

ん
と
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
修

士
・
博
士
課
程
前
期
の
修
了
生
の
就
職
率
が

上
が
っ
て
い
ま
す
し
、
企
業
へ
の
就
職
率
も

全
体
的
に
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

本
学
に
は
公
務
員
や
教
員
を
目
指
す
学
生
が

多
く
、
最
近
、
両
者
と
も
狭
き
門
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
希
望
ど
お
り
に
い
か
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

‒
ど
ん
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
現
在
、
企
業
が
求
め

る
の
は
、
世
界
に
目
を
向
け
、
ど
こ
に
行
っ

て
も
活
躍
で
き
る
人
間
で
す
。
専
門
知
識
や

基
礎
学
力
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
主
体
性
、
協

調
性
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な

観
点
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
て
い
ま

す
。
　
あ
と
は
、
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
る
力
で
す
。

昔
と
比
べ
て
核
家
族
化
し
て
い
る
た
め
、
家

庭
の
中
で
大
事
に
育
て
ら
れ
て
き
た
学
生
が

多
い
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
企
業
の
厳
し
い

環
境
の
中
に
入
る
と
、
途
端
に
く
じ
け
て
し

ま
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
苦
難
・
ス
ト
レ
ス

に
も
耐
え
う
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
あ
る
強

い
人
間
。
浅
原
学
長
も
よ
く
言
わ
れ
る
「
タ

フ
な
人
間
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

‒
タ
フ
な
人
間
に
な
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

学
生
生
活
を
送
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

　

手
や
体
を
動
か
す
フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
や

サ
ー
ク
ル
活
動
、
社
会
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
い
い
で
す
ね
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、
初
め
は
な
か
な

か
み
ん
な
行
き
た
が
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

嫌
々
行
っ
た
学
生
も
、
帰
っ
て
き
た
ら
、

み
ん
な
「
良
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
要

す
る
に
、
食
わ
ず
嫌
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が

怖
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
ど
う
か
を
い
つ
も
考
え
て
、
な
い
と
思
う

と
行
か
な
い
学
生
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
意
外
と
、
無
駄
だ
と
思
う
こ
と
が
役
に

立
つ
も
の
で
す
。
大
学
４
年
間
は
、
勉
強
を

し
て
単
位
を
取
れ
ば
卒
業
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
だ
と
全
然
面
白
く
な
い
。

‒
来
年
度
か
ら
は
、
１
年
生
対
象
の
体
験
型

授
業
科
目
を
開
設
す
る
そ
う
で
す
ね
。

　

早
い
う
ち
に
社
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、

自
分
が
大
学
時
代
に
ど
う
い
う
勉
強
を
し

た
ら
い
い
か
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

で
す
。
「
社
会
と
の
接
点
が
な
い
か
ら
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
学
生
が
よ
く
い
ま
す

が
、
頭
で
考
え
る
よ
り
、
一
度
体
験
し
た

方
が
早
い
。
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
よ
く

「
百
見
は
一
体
験
に
し
か
ず
」
と
、
言
い

ま
す
。
実
際
に
体
験
を
し
て
「
こ
う
い
う

も
の
な
ん
だ
」
と
身
に
染
み
る
と
、
社
会

が
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
、
そ
こ
で
ど
う

生
き
て
い
け
ば
い
い
の
か
が
分
か
る
。
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
自
分
を
知
り
、
社

会
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
か
を
し
っ
か

り
捉
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

‒
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

専
任
教
員
や
、
企
業
で
の
人
事
担
当
経

験
・
相
談
業
務
の
資
格
を
有
す
る
相
談
員
・

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
個
別
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
意
外
と
知
ら
な
い
学
生
も

多
い
の
で
、
就
活
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
た

ら
、
ま
ず
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く

だ
さ
い
。
挨
拶
や
面
接
の
仕
方
か
ら
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
の
演
習
ま

で
、
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま

す
。
広
島
大
学
は
研
究
者
へ
の
道
も
勧
め

て
い
る
の
で
、
進
学
か
就
職
か
、
進
路
に

悩
ん
で
い
る
学
生
も
歓
迎
で
す
。
そ
の
他

に
も
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
、

進
路
が
決
ま
っ
た
学
部
４
年
生
と
大
学
院

生
が
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
な

り
、
後
輩
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

‒
首
都
圏
で
の
就
職
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
首
都
圏
で
就
職
活
動
を
す
る
広
大
生
も
多

く
い
ま
す
。
た
だ
、
最
終
面
接
は
交
通
費
を

出
す
企
業
も
あ
り
ま
す
が
、
自
費
の
と
こ
ろ

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、
東
京
の
学

生
と
比
べ
る
と
、
時
間
と
旅
費
の
面
だ
け
で

も
不
利
で
す
よ
ね
。
そ
こ
を
な
ん
と
か
し
た

い
と
、
首
都
圏
や
関
西
地
区
に
就
職
を
希
望

す
る
学
生
を
対
象
に
、
就
職
活
動
支
援
バ
ス

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
は
大
変
で
す
が
、
最
近
は
、

「
就
活
で
鍛
え
ら
れ
て
成
長
し
た
」
と
実

感
す
る
学
生
も
多
い
よ
う
で
す
。
面
接
を

受
け
た
り
、
同
じ
就
活
生
と
話
し
た
り
す

る
中
で
刺
激
を
受
け
、
「
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
」
と
思
い
、
強
く
な
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
ね
。

‒
最
後
に
、
保
護
者
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
学
生
が
主
体
的
に
動
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
保
護
者
の
方
か
ら
も
、
留
学
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
勧
め

て
い
た
だ
き
、
な
る
べ
く
社
会
性
を
身
に
付

け
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
留
学
や
就
職
活
動
に
は
、
ど
う

し
て
も
費
用
が
か
か
る
の
で
、
そ
の
面
は
引

き
続
き
ご
支
援
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
広
島
大
学
は
、
大
学
院
大
学
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
大
学
院
に
行
き
た
い
と
い

う
お
子
様
へ
の
ご
理
解
・
ご
支
援
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
学
生
が
「
タ
フ
な
人
間
」
と
な

り
、
卒
業

後
も
社
会

で
活
躍
で

き
る
人
材

と
な
る
よ

う
、
ご
協

力
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

▽キャリアセンターURL
http://www.hiroshima-u.ac.jp/kyaria/index.html

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
世
界
大
会
に
出
場
！

体
育
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
熊
美
里
さ

ん
（
教
育
学
部
１
年
）
が
、
７
月
に
リ
ト
ア

ニ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
第
10
回
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ

（
国
際
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）
Ｕ-

19

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
会
」

に
、
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
日
本
チ
ー
ム
は
準
々
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
敗
れ
惜
し
く
も
８

位
。
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ド
と
し
て
、
全

９
試
合
に
出
場
し
た
熊
さ
ん
は
、
「
初
戦
か

ら
厳
し
い
戦
い
と
な
り
、
世
界
で
戦
う
こ
と

の
厳
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
で
も
、
常
に

上
を
目
指
し
て
戦
い
切
れ
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
日
々
前
を
見
据
え
て
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
援
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
！
」
と
語

り
ま
し
た
。

●
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
デ
ザ
イ
ン

小
田
成
美
さ
ん
（
教
育
学
部
造
形
芸
術
系

コ
ー
ス
３
年
）
、
金
田
茜
さ
ん
（
同
）
、

田
丸
治
樹
さ
ん
（
同
）
が
、
竹
原
市
に
あ

る
休
耕
田
で
行
わ
れ
て
い
る
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
デ
ザ
イ

ン
を
手
掛
け

ま
し
た
。
タ

イ
ト
ル
は
、

「
た
け
は
ら

美
人
」
。
竹

原
の
伝
統
的
な

建
物
を
背
景

に
、
浴
衣
姿
の

女
性
が
た
た
ず

む
様
子
を
表

現
。
６
月
に
、

市
民
・
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に

田
植
え
を
行

い
、
稲
の
成
長

と
共
に
、
画
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。
10
月
14

日
（
月
）
に
は
、
稲
刈
り
を
行
う
予
定
。

●
体
育
会
軟
式
野
球
部
が
、
春
季
リ
ー
グ
で

三
季
連
続
優
勝
を
達
成
！

４
月
７
日
（
日
）
か
ら
行
わ
れ
た
「
広
島
六

大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
」
に
お
い
て
、
本
学
軟

式
野
球
部
は
、
三
季
連
続
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
８
月
25
日

（
日
）
か
ら
岐
阜
県
で
行
わ
れ
た
「
全
日
本

学
生
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
ま

し
た
。

六
大
学
リ
ー
グ
表
彰
選
手

■
最
高
殊
勲
選
手…

上
原
北
斗
（
総
合
科
学

部
３
年
）　
■
最
多
打
点…

竹
島
佳
佑
（
総

合
科
学
部
３
年
）　
■
最
多
本
塁
打…

竹
島

佳
佑
（
総
合
科
学
部
３
年
）　
■
最
多
盗
塁

…

瀬
戸
口
稜
二
（
総
合
科
学
部
３
年
）

■
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

（
捕
手
）…

上
原

北
斗
（
総
合
科
学

部
３
年
）

■
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

（
遊
撃
手
）…

瀬

戸
口
稜
二
（
総
合

科
学
部
３
年
）

●
文
部
科
学
省
の
平
成
25
年
度
「
地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
」
に
本
学
の
取
り
組
み
が

採
択

【
事
業
名
】
平
和
共
存
社
会
を
育
む
ひ
ろ
し

ま
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
拠
点

【
連
携
自
治
体
】
広
島
県
、
広
島
市
、
東
広

島
市

【
概
要
】
広
島
地
域
の
共
通
課
題
で
あ
る

「
ひ
ろ
し
ま
の
平
和
発
信
」
「
条
件
不
利

地
域
」
「
障
が
い
者
支
援
」
の
３
つ
の
重

点
課
題
の
解
決
に
地
域
と
連
携
し
て
取
り

組
む
。
全
学
生
が
、
現
場
体
験
を
基
本
と

す
る
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ひ
ろ
し

ま
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
拠
点
」
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
「
ひ
ろ
し
ま
」
を
知
り
、

理
解
し
、
発
信
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
事
業
期
間
は
、
平

成
25
〜
29
年
度
。

●
文
部
科
学
省
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事

業
」
に
本
学
が
研
究
大
学
と
し
て
選
定

今
後
、
本
学
の
さ
ら
な
る
研
究
力
強
化
に
向

け
大
学
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
10
年
以

内
に
世
界
ト
ッ
プ
１
０
０
位
以
内
の
大
学
を

目
指
し
ま
す
。

【
事
業
実
施
期
間
】
原
則
10
年
間
と
し
、
５

年
ご
と
に
対
象
を
見
直
し

【
本
学
の
取
り
組
み
】
■
学
術
系
・
専
門

系
・
事
務
系
人
材
が
総
合
力
を
発
揮
で
き
る

U
R
A
組
織
体
制
を
整
備
し
、
研
究
戦
略
か

ら
資
金
獲
得
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上

げ
・
実
施
・
成
果
の
活
用
・
発
信
ま
で
一
連

の
研
究
支
援
活
動
を
実
施
■
多
段
階
の
研
究

拠
点
育
成
・
選
定
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、

U
R
A
等
に
よ
る
重
点
支
援
を
実
施
■
個
人

評
価
の
点
数

化
・
処
遇
へ

の
反
映
、
年

俸
制
の
適
用

拡
大
に
よ

り
、
研
究
人

材
を
確
保
・

育
成
■
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
拡

充
、
研
究
者

招
聘
、
国
際

共
同
研
究
支

援
等
に
よ

り
、
国
際
研

究
活
動
を
活

性
化

●
広
島
大
学
吹
奏
楽
団
が
全
国
大
会
に
出
場
！

８
月
に
倉
敷
市
で
行
わ
れ
た
「
第
54
回
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
支
部
大
会
」
に

お
い
て
、
本
学
吹
奏
楽
団
が
金
賞
を
受
賞
。

10
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
「
第
61
回
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
場
し
、
10
年

ぶ
り
の
全
国

大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、

12
月
に
は
定

期
演
奏
会
を

開
催
し
ま

す
。
団
長
の

坂
本
和
貴
さ
ん
（
教
育
学
部
３
年
）
は
、

「
１
年
間
の
活
動
を
締
め
く
く
る
演
奏
会
。

集
大
成
と
し
て
、
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
を
お
届

け
し
ま
す
！
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
」

と
、
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

●
大
学
病
院
の
新
診
療
棟
が
開
院

９
月
20
日
（
金
）
に
、
広
島
大
学
病
院
の
新

診
療
棟
が
開
院
し
ま
し
た
。
新
診
療
棟
は
、

免
震
構
造
の
地
上
５
階
、
地
下
１
階
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
延
べ
床
面
積
は
３

万
8
5
6
0
平
方
メ
ー
ト
ル
。
医
科
、
歯
科

の
外
来
と
中
央
診
療
施
設
を
集
約
し
、
「
グ

リ
ー
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

自
然
光
を
取
り
入
れ
た
ス
ペ
ー
ス
や
屋
上
庭

園
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
中
四
国
地
方
の
国

立
大
学
で
は
初
め
て
の
「
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
力
の
医
科
学
的
な
分
析
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
治
療
も
行

い
ま
す
。
９
月

１
日
（
日
）
に

は
記
念
式
典
が

開
か
れ
、
学
内

外
か
ら
約

2
0
0
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

【HCD学生企画】 各種学生団体によるステージ企画、
 ブース企画（手つなぎ写真、お好み焼き販売 等）

ホームカミングデー学生チームからのPR！

HCD学生チームFB ： https://www.facebook.com/7thhuhcd
HP ： http://www.hiroshima-u.ac.jp/koyukai/



平成25年10月号（3） 広島大学だより （2）平成25年10月号 広島大学だより

学部学生２,５０８人、専攻科生22
人、大学院学生１,３８７人に入学運航を開始した広島県ドクターヘ

リ

両大学の学生で記念撮影

浴衣や甚平姿の参加者

昨年を１,９００人以上も上回る
３４,３４７人が来場

車両３台を使った走行実験 被災地の自治体と初めて協定を締
学部生43人、大学院生173人に

学位を授与

大学病院の新シンボル
「Four Seasons Tree（四季の木）」

内堀福島県副知事（左）から
感謝状を受け取る浅原学長（右）

熊 美里さん左から金田さん、小田さん、田丸さ写真提供：竹原市（9/2撮影）

記念写真

広島大学 吹奏楽団

新診療棟（手前）

江坂宗春 副学長
（学生支援担当）
キャリアセンター長

広大生の就職率（平成２４年度）

※就職率=就職決定者数÷就職希望者数

就職率（全体）

就職率（学部）

就職率（修士課程
・博士課程前期）

プログラム名 全体

89.3%

88.1%

91.0%

企業

93.2%

94.3%

91.8%

公務員

76.5%

70.6%

90.0%

教職

86.0%

85.0%

88.0%

「
タ
フ
な
人
間
」に

な
る
た
め
に
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー

Pick Up New
s

ト
ピ
ッ
ク
ス
の
中
か
ら
、気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
を
詳
し
く
ご
紹
介
！

Pick Up！

Pick Up！ Pick Up！

Pick Up！

Pick Up！

Pick Up！

Pick Up！

キャリアセンターは、学生プラザ２階
にあります。

配分予定額　
４億円　

３億円

　
２億円

　　　　　　　　　支援対象機関（22機関）　
東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学　
筑波大学、東京医科歯科大学、東京工業大学、電気通信大学、
大阪大学、広島大学、九州大学、奈良先端科学技術大学院大学、
早稲田大学、自然科学研究機構、高エネルギー加速器研究機構、
情報・システム研究機構　
北海道大学、豊橋技術科学大学、神戸大学、岡山大学、熊本大学、
慶応義塾大学

※URA：University Research Administratorの略

【
日　
時
】12
月
21
日（
土
）

 

14
時
開
場 

14
時
半
開
演　

※

入
場
無
料

【
場　
所
】広
島
文
化
学
園
Ｈ
Ｂ
Ｇ
ホ
ー
ル

【
連
絡
先
】0
9
0
‐3
8
8
0
‐3
3
1
2

 HP

：http://huwo.gozaru.jp/

第
49
回
定
期
演
奏
会

ホームカミングデーにご来場
いただく方々をおもてなしする
ために、今年も在学生チーム
を結成！
アイデアを凝らした企画を用
第７回広島大学ホームカミングデー
〈日　時〉11月２日（土）
〈メイン会場〉東広島キャンパス  サタケメモリアルホール

●
平
成
25
年
度
入
学
式
を
挙
行

●
二
川
浩
樹
教
授
（
医
歯
薬
保
健
学
研
究

院
）
が
平
成
25
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文

部
科
学
大
臣
表
彰
「
科
学
技
術
賞　

開
発

部
門
」
を
受
賞

●
大
学
病
院
が
広
島
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
広

島
市
西
区
・
旧
広
島
西
飛
行
場
）
で
広

島
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
記
念
式
典

を
挙
行

●
第
46
回
中
国
弓
道
競
技
大
会
・
男
子
個

人
戦
で
体
育
会
弓
道
部
の
湯
谷
知
大
さ
ん

（
法
学
部
２
年
）
が
優
勝
。
女
子
団
体
戦

で
医
学
部
霞
弓
道
部
女
子
が
優
勝

●
信
州
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、
茨
城
大

学
と
環
境
人
材
育
成
に
関
す
る
単
位
互
換

協
定
を
締
結

●
Ｐ
Ｐ
Ｒ
蛋
白
質
の
核
酸
認
識
コ
ー
ド
の

解
読
に
成
功

山
本
卓
教
授
（
理
学
研
究
科
）
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
。

●
見
え
に
く
さ
に
困
難
を
抱
え
た
児
童
生

徒
の
た
め
の
ア
プ
リ
「
日
用
視
野
測
定

ツ
ー
ル
」
を
開
発

氏
間
和
仁
准
教
授
（
教
育
学
研
究
科
）
の

研
究
室
。

●
平
成
25
年
度
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
奨
学
生
に

11
人
を
採
用

●
文
書
館
が
新
た
な
資
料
を
公
開

本
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
牟
田
稔
氏
（
元

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
、
森

岡
正
美
氏
（
元
広
島
県
立
高
校
校
長
）
に

関
す
る
資
料
。

●
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
（
Ｘ
Ｆ
Ｅ

Ｌ
）
に
よ
る
重
原
子
の
特
徴
的
な
振
舞
い

を
検
出

和
田
真
一
助
教
（
理
学
研
究
科
）
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
。

●
サ
バ
大
学
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
と
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

意
見
交
換
を
実
施

●
広
島
大
学
校
友
会
が
「
第
37
回
ひ
ろ
し

ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加

●
本
学
の
震
災
支
援
活
動
に
対
し
、
福
島

県
知
事
が
感
謝
状
を
贈
呈

●
先
端
物
質
科
学
研
究
科
が
ジ
ェ
ン
ベ
ル

大
学
先
端
科
学
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
部
局
間
国
際
交
流
協
定

を
締
結

●
超
伝
導
転
移
温
度
の
高
さ
と
電
子
対
の

強
さ
を
つ
な
ぐ
法
則
を
発
見

井
野
明
洋
助
教
（
理
学
研
究
科
）
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
。

●
留
学
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
１
３
を
開
催

留
学
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
の
提
供
と
学

内
外
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
紹
介
。

●
本
学
と
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
大
学
（
ケ
ニ
ア
）

に
よ
る
学
生
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
H
U
‒

K
U 

S
t
u
d
e
n
t 

F
o
r
u
m 

２
０

１
３
」
を
開
催

●
理
学
研
究
科
が
レ
ン
ヌ
第
１
大
学
科

学
・
物
性
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
フ
ラ
ン

ス
）
と
部
局
間
国
際
交
流
協
定
を
締
結

●
ウ
ラ
ル
国
立
大
学
（
ロ
シ
ア
）
の
副
学

長
ら
が
本
学
を
訪
問

●
「
学
生
プ
ラ
ザ
昼
時
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催

音
楽
協
議
会
に
所
属
す
る
学
生
サ
ー
ク
ル

が
演
奏
を
披
露
。

●
附
属
幼
稚
園
の
園
児
が
田
植
え
を
体
験

●
本
学
学
生
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女

子
Ｕ
‒
19
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
に
選
出

●
文
書
館
が
昭
和
20
年
代
瀬
戸
内
の
貴
重

な
資
料
を
公
開

広
島
と
ゆ
か
り
の
あ
る
ビ
ル
・
シ
ェ
リ
フ

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ェ
リ

フ
）
氏
に
関
す
る
資
料
。

●
体
育
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
が
３
年

連
続
で
全
国
大
会
に
出
場

●
電
子
に
働
く
力
の
定
量
化
に
初
め
て
成

功岩
澤
英
明
助
教
（
放
射
光
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
患
者
に
お
け
る
汗

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
を
同
定

秀
道
広
教
授
（
医
歯
薬
保
健
学
研
究
院
）

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
・
女
子
ヨ
ッ
ト
部
が

中
四
国
イ
ン
カ
レ
で
好
成
績

団
体
で
優
勝
。
宮
澤
侑
吾
さ
ん
（
工
学
部

３
年
）
と
黒
瀬
友
紀
さ
ん
（
生
物
生
産
学

部
２
年
）
の
ペ
ア
が
個
人
ス
ナ
イ
プ
級
で

優
勝
、
大
田
夕
紀
さ
ん
（
教
育
学
部
３

年
）
と
亀
山
隼
輔
さ
ん
（
経
済
学
部
３

年
）
の
ペ
ア
が
個
人
４
７
０
級
で
２
位
入

賞
。

●
本
学
学
生
、
広
島
県
竹
原
市
で
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る

●
国
際
協
力
研
究
科
（
「
ア
ジ
ア
の
平
和

と
安
全
保
障
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
パ
ヤ
ッ

プ
大
学
（
タ
イ
）
と
部
局
間
国
際
交
流
協

定
を
締
結

●
ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
お
よ
び
林
野
庁

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
と
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
見
交
換
を
実

施●
国
際
協
力
研
究
科
と
法
学
部
（
「
ア
ジ

ア
の
平
和
と
安
全
保
障
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

が
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
政
治
・
行
政
学
部

（
タ
イ
）
と
部
局
間
国
際
交
流
協
定
を
締

結●
工
学
研
究
科
が
忠
南
大
学
校
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
研
究
院
（
大
韓
民
国
）

と
部
局
間
国
際
交
流
協
定
を
締
結

●
体
育
会
軟
式
野
球
部
、
全
国
大
会
出

場
●
「
広
大
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施

浅
原
学
長
を
は
じ
め
学
生
・
教
職
員
総
勢

２
７
５
人
が
参
加
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ゴ

ミ
を
拾
っ
た
。

●
第
18
回

ゆ
か
た
ま
つ

り
を
開
催

●
小
島
由
継
教
授
（
先
進
機
能
物
質
研
究

セ
ン
タ
ー
）
の
研
究
が
独
立
行
政
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構
の
戦
略
的
創
造
研
究
推

進
事
業
・
先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
の

特
別
重
点
技
術
領
域
に
採
択

●
歯
の
喪
失
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
関

係
を
動
物
実
験
で
解
明

大
上
博
史
歯
科
診
療
医
（
病
院
）
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
。

●
「
学
長
と
学
生
と
の
意
見
交
換
会
」
を

開
催

約
40
人
の
学
生
が
参
加
し
、
教
育
内
容
や

学
生
支
援
の
充
実
な
ど
、
活
発
な
意
見
交

換
を
行
う
。

●
開
南
大
学
（
台
湾
）
と
大
学
間
国
際
交
流

協
定
を
締
結

●
医
歯
薬
保
健
学
研
究
科
が
中
国
医
薬
大
学

健
康
看
護
学
院
（
台
湾
）
と
部
局
間
国
際
交

流
協
定
を
締
結

●
第
１
６
８
回
広
島
大
学
学
位
記
（
博
士
）

授
与
式
を
開
催

15
人
に
博
士
の
学
位
記
を
授
与
。

●
簡
便
な
方
法
で
、
従
来
の
１
３
０
倍
高
性

能
な
光
触
媒
の
開
発
に
成
功

齋
藤
健
一
教
授
（
自
然
科
学
研
究
支
援
開

発
セ
ン
タ
ー
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
の
学

生
を
迎
え
て
夏
期
特
別
研
修
を
実
施

学
術
交
流
協
定
校
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
か
ら
学
生
19
人
が

参
加
。

●
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
医
科
薬
科
大
学
歯
学
部

（
ベ
ト
ナ
ム
）
に
歯
学
部
と
の
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
を
開
設

●
単
純
な
金
属
を
磁
気
セ
ン
サ
ー
に
応
用
で

き
る
新
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
発
見

獅
子
堂
達
也
助
教
（
先
端
物
質
科
学
研
究

科
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
Ｉ
Ｎ
Ｕ
（
国
際
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
学

生
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
修
士
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
催

海
外
８
カ
国
10
大
学
の
学
生
・
教
職
員
約

70
人
と
国
内
３
大
学
の
学
生
・
教
職
員
約

１
０
０
人
が
参
加
。

●
平
成
25
年
度
広
島
大
学
原
爆
死
没
者
追

悼
式
を
挙
行

●
文
部
科
学
省
の
平
成
25
年
度
「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
に
本
学
の

取
り
組
み
が
採
択

●
文
部
科
学
省
の
平
成
25
年
度
「
成
長
分
野

等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人
材
養
成
の
戦
略

的
推
進
事
業
」
に
本
学
の
取
り
組
み
が
採
択

●
文
部
科
学
省
「
研
究
大
学
強
化
促
進

事
業
」
に
本
学
が
研
究
大
学
と
し
て
選

定
●
広
島
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
３
を
開
催

●
附
属
福
山
高
等
学
校
の
軟
式
野
球
部
が
全

国
大
会
に
出
場

第
58
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
に
西
中
国
代
表
と
し
て
出
場
。

●
文
化
サ
ー
ク
ル
団
体
連
合
百
人
一
首
愛
好

会
が
全
国
大
会
で
好
成
績

第
20
回
全
日
本
大
学
か
る
た
選
手
権
大
会

の
団
体
戦
の
部
で
ベ
ス
ト
16
。
個
人
戦

（
新
人
の
部
）
で
、
加
茂
優
太
さ
ん
（
法

学
部
１
年
）
が
ベ
ス
ト
８
、
松
田
あ
い
子

さ
ん
（
教
育
学
部
１
年
）
が
ベ
ス
ト
16
。

●
生
物
生
産
学
部
を
会
場
に
「
日
本
生
物
学

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
３
本
選
（
広
島
大

会
）
」
を
開
催

●
難
治
性
疼
痛
に
対
す
る
治
療
薬
候
補
の
発

見仲
田
義
啓
教
授
（
医
歯
薬
保
健
学
研
究

院
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
学
生
サ
ー
ク
ル
「
広
島
大
学
吹
奏
楽

団
」
、
全
国
大
会
出
場

●
豊
か
な
生
態
系
は
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
利
用

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
発
見

土
居
秀
幸
特
任
講
師
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
実
践
研
究
セ
ン

タ
ー
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
巨
大
な
構
造
転
移
を
伴
っ
た
モ
ッ
ト
絶
縁

体
の
金
属
化
に
乾
電
池
１
個
に
満
た
な
い
電

圧
で
成
功

中
村
文
彦
助
教
（
先
端
物
質
科
学
研
究

科
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。

●
大
学
病
院
の
新
診
療
棟
の
開
院
を
記
念
し

た
オ
ブ
ジ
ェ
を
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
入
口
に
設
置

●
福
島
県
南
相
馬
市
と
包
括
的
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結

●
文
部
科
学
省
の
平
成
25
年
度
科
学
技
術
人

材
育
成
費
補
助
事
業
「
女
性
研
究
者
研
究
活

動
支
援
事
業
（
拠
点
型
）
」
に
本
学
の
取
り

組
み
が
採
択

●
放
射
線
被
ば
く
後
に
発
病
す
る
白
血
病
の

原
因
遺
伝
子
を
発
見

稲
葉
俊
哉
教
授
（
原
爆
放
射
線
医
科
学
研

究
所
）
と
本
田
浩
章
教
授
（
同
）
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
。

●
緊
急
仮
橋
モ
バ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
の
伸
長
展

開
と
車
両
走
行
の
公
開
実
験
を
実
施

有
尾
一
郎
助
教
（
工
学
研
究
院
）
ら
の
共

同
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

●
大
学
病
院
の
新
診
療
棟
が
開
院

●
体
育
会
陸
上
競
技
部
が
全
日
本
学
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
の
中
国
四
国
地
区
予
選

会
で
１
位
入
賞
。
全
国
大
会
に
７
年
連
続

で
出
場

●
平
成
25
年
度
広
島
大
学
秋
季
学
位
記
授
与

式
を
挙
行

２
０
１
３
年
４
月
〜
９
月

「
学
生
が
成
長
す
る
大
学
」を
目
指
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
タ
フ
な
人
材
の
育
成

に
取
り
組
む
広
島
大
学
。

こ
の
半
年
の
主
要
な
内
容
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
25
年
４
月

平
成
25
年
５
月

平
成
25
年
６
月

平
成
25
年
７
月

平
成
25
年
８
月

平
成
25
年
９
月

 

‒
広
大
生
の
就
職
状
況
は
？

　

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
落
ち
込
ん
で
い
た
就
職
率
が
、
だ
ん
だ

ん
と
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
修

士
・
博
士
課
程
前
期
の
修
了
生
の
就
職
率
が

上
が
っ
て
い
ま
す
し
、
企
業
へ
の
就
職
率
も

全
体
的
に
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

本
学
に
は
公
務
員
や
教
員
を
目
指
す
学
生
が

多
く
、
最
近
、
両
者
と
も
狭
き
門
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
希
望
ど
お
り
に
い
か
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

‒
ど
ん
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
現
在
、
企
業
が
求
め

る
の
は
、
世
界
に
目
を
向
け
、
ど
こ
に
行
っ

て
も
活
躍
で
き
る
人
間
で
す
。
専
門
知
識
や

基
礎
学
力
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
主
体
性
、
協

調
性
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な

観
点
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
て
い
ま

す
。
　
あ
と
は
、
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
る
力
で
す
。

昔
と
比
べ
て
核
家
族
化
し
て
い
る
た
め
、
家

庭
の
中
で
大
事
に
育
て
ら
れ
て
き
た
学
生
が

多
い
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
企
業
の
厳
し
い

環
境
の
中
に
入
る
と
、
途
端
に
く
じ
け
て
し

ま
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
苦
難
・
ス
ト
レ
ス

に
も
耐
え
う
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
あ
る
強

い
人
間
。
浅
原
学
長
も
よ
く
言
わ
れ
る
「
タ

フ
な
人
間
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

‒
タ
フ
な
人
間
に
な
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

学
生
生
活
を
送
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

　

手
や
体
を
動
か
す
フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
や

サ
ー
ク
ル
活
動
、
社
会
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
い
い
で
す
ね
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、
初
め
は
な
か
な

か
み
ん
な
行
き
た
が
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

嫌
々
行
っ
た
学
生
も
、
帰
っ
て
き
た
ら
、

み
ん
な
「
良
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
要

す
る
に
、
食
わ
ず
嫌
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が

怖
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
ど
う
か
を
い
つ
も
考
え
て
、
な
い
と
思
う

と
行
か
な
い
学
生
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
意
外
と
、
無
駄
だ
と
思
う
こ
と
が
役
に

立
つ
も
の
で
す
。
大
学
４
年
間
は
、
勉
強
を

し
て
単
位
を
取
れ
ば
卒
業
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
だ
と
全
然
面
白
く
な
い
。

‒
来
年
度
か
ら
は
、
１
年
生
対
象
の
体
験
型

授
業
科
目
を
開
設
す
る
そ
う
で
す
ね
。

　

早
い
う
ち
に
社
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、

自
分
が
大
学
時
代
に
ど
う
い
う
勉
強
を
し

た
ら
い
い
か
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

で
す
。
「
社
会
と
の
接
点
が
な
い
か
ら
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
学
生
が
よ
く
い
ま
す

が
、
頭
で
考
え
る
よ
り
、
一
度
体
験
し
た

方
が
早
い
。
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
よ
く

「
百
見
は
一
体
験
に
し
か
ず
」
と
、
言
い

ま
す
。
実
際
に
体
験
を
し
て
「
こ
う
い
う

も
の
な
ん
だ
」
と
身
に
染
み
る
と
、
社
会

が
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
、
そ
こ
で
ど
う

生
き
て
い
け
ば
い
い
の
か
が
分
か
る
。
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
自
分
を
知
り
、
社

会
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
か
を
し
っ
か

り
捉
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

‒
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

専
任
教
員
や
、
企
業
で
の
人
事
担
当
経

験
・
相
談
業
務
の
資
格
を
有
す
る
相
談
員
・

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
個
別
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
意
外
と
知
ら
な
い
学
生
も

多
い
の
で
、
就
活
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
た

ら
、
ま
ず
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く

だ
さ
い
。
挨
拶
や
面
接
の
仕
方
か
ら
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
の
演
習
ま

で
、
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま

す
。
広
島
大
学
は
研
究
者
へ
の
道
も
勧
め

て
い
る
の
で
、
進
学
か
就
職
か
、
進
路
に

悩
ん
で
い
る
学
生
も
歓
迎
で
す
。
そ
の
他

に
も
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
、

進
路
が
決
ま
っ
た
学
部
４
年
生
と
大
学
院

生
が
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
な

り
、
後
輩
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

‒
首
都
圏
で
の
就
職
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
首
都
圏
で
就
職
活
動
を
す
る
広
大
生
も
多

く
い
ま
す
。
た
だ
、
最
終
面
接
は
交
通
費
を

出
す
企
業
も
あ
り
ま
す
が
、
自
費
の
と
こ
ろ

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、
東
京
の
学

生
と
比
べ
る
と
、
時
間
と
旅
費
の
面
だ
け
で

も
不
利
で
す
よ
ね
。
そ
こ
を
な
ん
と
か
し
た

い
と
、
首
都
圏
や
関
西
地
区
に
就
職
を
希
望

す
る
学
生
を
対
象
に
、
就
職
活
動
支
援
バ
ス

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
は
大
変
で
す
が
、
最
近
は
、

「
就
活
で
鍛
え
ら
れ
て
成
長
し
た
」
と
実

感
す
る
学
生
も
多
い
よ
う
で
す
。
面
接
を

受
け
た
り
、
同
じ
就
活
生
と
話
し
た
り
す

る
中
で
刺
激
を
受
け
、
「
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
」
と
思
い
、
強
く
な
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
ね
。

‒
最
後
に
、
保
護
者
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
学
生
が
主
体
的
に
動
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
保
護
者
の
方
か
ら
も
、
留
学
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
勧
め

て
い
た
だ
き
、
な
る
べ
く
社
会
性
を
身
に
付

け
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
留
学
や
就
職
活
動
に
は
、
ど
う

し
て
も
費
用
が
か
か
る
の
で
、
そ
の
面
は
引

き
続
き
ご
支
援
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
広
島
大
学
は
、
大
学
院
大
学
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
大
学
院
に
行
き
た
い
と
い

う
お
子
様
へ
の
ご
理
解
・
ご
支
援
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
学
生
が
「
タ
フ
な
人
間
」
と
な

り
、
卒
業

後
も
社
会

で
活
躍
で

き
る
人
材

と
な
る
よ

う
、
ご
協

力
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

▽キャリアセンターURL
http://www.hiroshima-u.ac.jp/kyaria/index.html

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
世
界
大
会
に
出
場
！

体
育
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
熊
美
里
さ

ん
（
教
育
学
部
１
年
）
が
、
７
月
に
リ
ト
ア

ニ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
第
10
回
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ

（
国
際
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）
Ｕ-
19

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
会
」

に
、
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
日
本
チ
ー
ム
は
準
々
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
敗
れ
惜
し
く
も
８

位
。
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ド
と
し
て
、
全

９
試
合
に
出
場
し
た
熊
さ
ん
は
、
「
初
戦
か

ら
厳
し
い
戦
い
と
な
り
、
世
界
で
戦
う
こ
と

の
厳
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
で
も
、
常
に

上
を
目
指
し
て
戦
い
切
れ
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
日
々
前
を
見
据
え
て
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
援
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
！
」
と
語

り
ま
し
た
。

●
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
デ
ザ
イ
ン

小
田
成
美
さ
ん
（
教
育
学
部
造
形
芸
術
系

コ
ー
ス
３
年
）
、
金
田
茜
さ
ん
（
同
）
、

田
丸
治
樹
さ
ん
（
同
）
が
、
竹
原
市
に
あ

る
休
耕
田
で
行
わ
れ
て
い
る
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
デ
ザ
イ

ン
を
手
掛
け

ま
し
た
。
タ

イ
ト
ル
は
、

「
た
け
は
ら

美
人
」
。
竹

原
の
伝
統
的
な

建
物
を
背
景

に
、
浴
衣
姿
の

女
性
が
た
た
ず

む
様
子
を
表

現
。
６
月
に
、

市
民
・
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に

田
植
え
を
行

い
、
稲
の
成
長

と
共
に
、
画
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。
10
月
14

日
（
月
）
に
は
、
稲
刈
り
を
行
う
予
定
。

●
体
育
会
軟
式
野
球
部
が
、
春
季
リ
ー
グ
で

三
季
連
続
優
勝
を
達
成
！

４
月
７
日
（
日
）
か
ら
行
わ
れ
た
「
広
島
六

大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
」
に
お
い
て
、
本
学
軟

式
野
球
部
は
、
三
季
連
続
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
８
月
25
日

（
日
）
か
ら
岐
阜
県
で
行
わ
れ
た
「
全
日
本

学
生
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
ま

し
た
。

六
大
学
リ
ー
グ
表
彰
選
手

■
最
高
殊
勲
選
手…
上
原
北
斗
（
総
合
科
学

部
３
年
）　
■
最
多
打
点…
竹
島
佳
佑
（
総

合
科
学
部
３
年
）　
■
最
多
本
塁
打…
竹
島

佳
佑
（
総
合
科
学
部
３
年
）　
■
最
多
盗
塁

…

瀬
戸
口
稜
二
（
総
合
科
学
部
３
年
）

■
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

（
捕
手
）…

上
原

北
斗
（
総
合
科
学

部
３
年
）

■
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

（
遊
撃
手
）…

瀬

戸
口
稜
二
（
総
合

科
学
部
３
年
）

●
文
部
科
学
省
の
平
成
25
年
度
「
地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
」
に
本
学
の
取
り
組
み
が

採
択

【
事
業
名
】
平
和
共
存
社
会
を
育
む
ひ
ろ
し

ま
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
拠
点

【
連
携
自
治
体
】
広
島
県
、
広
島
市
、
東
広

島
市

【
概
要
】
広
島
地
域
の
共
通
課
題
で
あ
る

「
ひ
ろ
し
ま
の
平
和
発
信
」
「
条
件
不
利

地
域
」
「
障
が
い
者
支
援
」
の
３
つ
の
重

点
課
題
の
解
決
に
地
域
と
連
携
し
て
取
り

組
む
。
全
学
生
が
、
現
場
体
験
を
基
本
と

す
る
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ひ
ろ
し

ま
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
拠
点
」
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
「
ひ
ろ
し
ま
」
を
知
り
、

理
解
し
、
発
信
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
事
業
期
間
は
、
平

成
25
〜
29
年
度
。

●
文
部
科
学
省
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事

業
」
に
本
学
が
研
究
大
学
と
し
て
選
定

今
後
、
本
学
の
さ
ら
な
る
研
究
力
強
化
に
向

け
大
学
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
10
年
以

内
に
世
界
ト
ッ
プ
１
０
０
位
以
内
の
大
学
を

目
指
し
ま
す
。

【
事
業
実
施
期
間
】
原
則
10
年
間
と
し
、
５

年
ご
と
に
対
象
を
見
直
し

【
本
学
の
取
り
組
み
】
■
学
術
系
・
専
門

系
・
事
務
系
人
材
が
総
合
力
を
発
揮
で
き
る

U
R
A
組
織
体
制
を
整
備
し
、
研
究
戦
略
か

ら
資
金
獲
得
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上

げ
・
実
施
・
成
果
の
活
用
・
発
信
ま
で
一
連

の
研
究
支
援
活
動
を
実
施
■
多
段
階
の
研
究

拠
点
育
成
・
選
定
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、

U
R
A
等
に
よ
る
重
点
支
援
を
実
施
■
個
人

評
価
の
点
数

化
・
処
遇
へ

の
反
映
、
年

俸
制
の
適
用

拡
大
に
よ

り
、
研
究
人

材
を
確
保
・

育
成
■
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
拡

充
、
研
究
者

招
聘
、
国
際

共
同
研
究
支

援
等
に
よ

り
、
国
際
研

究
活
動
を
活

性
化

●
広
島
大
学
吹
奏
楽
団
が
全
国
大
会
に
出
場
！

８
月
に
倉
敷
市
で
行
わ
れ
た
「
第
54
回
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
支
部
大
会
」
に

お
い
て
、
本
学
吹
奏
楽
団
が
金
賞
を
受
賞
。

10
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
「
第
61
回
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
場
し
、
10
年

ぶ
り
の
全
国

大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、

12
月
に
は
定

期
演
奏
会
を

開
催
し
ま

す
。
団
長
の

坂
本
和
貴
さ
ん
（
教
育
学
部
３
年
）
は
、

「
１
年
間
の
活
動
を
締
め
く
く
る
演
奏
会
。

集
大
成
と
し
て
、
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
を
お
届

け
し
ま
す
！
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
」

と
、
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

●
大
学
病
院
の
新
診
療
棟
が
開
院

９
月
20
日
（
金
）
に
、
広
島
大
学
病
院
の
新

診
療
棟
が
開
院
し
ま
し
た
。
新
診
療
棟
は
、

免
震
構
造
の
地
上
５
階
、
地
下
１
階
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
延
べ
床
面
積
は
３

万
8
5
6
0
平
方
メ
ー
ト
ル
。
医
科
、
歯
科

の
外
来
と
中
央
診
療
施
設
を
集
約
し
、
「
グ

リ
ー
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

自
然
光
を
取
り
入
れ
た
ス
ペ
ー
ス
や
屋
上
庭

園
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
中
四
国
地
方
の
国

立
大
学
で
は
初
め
て
の
「
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
競

技
力
の
医
科
学
的
な
分
析
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
治
療
も
行

い
ま
す
。
９
月

１
日
（
日
）
に

は
記
念
式
典
が

開
か
れ
、
学
内

外
か
ら
約

2
0
0
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

【HCD学生企画】 各種学生団体によるステージ企画、
 ブース企画（手つなぎ写真、お好み焼き販売 等）

ホームカミングデー学生チームからのPR！

HCD学生チームFB ： https://www.facebook.com/7thhuhcd
HP ： http://www.hiroshima-u.ac.jp/koyukai/
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広
島
大
学
だ
よ
り

広
島
大
学
だ
よ
り

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

浅
原
学
長
に
聞
く

目
標
が
高
い
か
ら
こ
そ
成
長
す
る

人
も
、大
学
も

水を通じて
地域貢献したい

相手の
気持ちになって
考える

STARTプログラムに
参加

　

文
部
科
学
省
に
研
究
大
学
と
し
て
選
定
さ

れ
た
広
島
大
学
は
、研
究
力
強
化
に
取
り
組

み
、「
10
年
以
内
に
世
界
ト
ッ
プ
１
０
０
位
以
内

の
大
学
」を
目
標
に
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。改
革
の
先
頭
に
立
ち
、

「
目
標
が
高
く
な
け
れ
ば
、成
長
は
な
し
」と
語

る
浅
原
学
長
に
、「
本
学
の
将
来
像
」な
ど
を
聞

き
ま
し
た
。

―

被
爆
地
に
開
学
し
た
大
学
と
し
て
、

平
和
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
ま
す
ま
す

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
が
。

　

現
在
、
本
学
の
学
生
の
７
割
は
、
広
島

県
外
の
出
身
者
で
す
。
彼
ら
は
、
県
内
出

身
者
と
比
べ
て
、
広
島
の
歴
史
や
平
和
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
こ
れ
ま
で
少
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま

え
、
本
学
は
平
成
23
年
度
、
全
学
部
新
入

生
を
対
象
に
、
平
和
科
目
を
必
修
化
し
、

平
和
に
つ
い
て
の
意
識
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
い
ま
、
社
会
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
、

「
平
和
に
つ
い
て
の
意
識
」
は
、
実
は
無

関
係
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
社
会
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
む
ほ
ど
、
宗
教
や
文
化
が

違
う
人
と
交
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

そ
の
分
、
衝
突
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の

で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
「
共
存
」

が
大
切
で
、
そ
の
究
極
的
な
形
が
「
国
際

平
和
」
な
の
で
す
。
学
生
た
ち
に
「
国
際

平
和
」
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
「
平
和
科
目
」
は

大
変
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―

学
長
の
考
え
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」
と
は
？

　

異
な
る
文
化
な
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
精
神
的
に
豊
か
な
人
間
の
こ
と

で
す
。
現
在
、
海
外
進
出
を
加
速
さ
せ
る

日
本
企
業
の
悩
み
は
、
海
外
で
働
け
る
人

材
が
少
な
い
こ
と
。
確
か
に
「
海
外
で
暮

ら
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
苦
労
す
る
こ
と

が
多
く
、
日
本
の
常
識
を
そ
の
ま
ま
持
ち

込
ん
だ
ら
、
不
自
由
さ
を
強
く
感
じ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
本
学
と
し
て
は
、
そ
う

し
た
こ
と
に
負
け
ず
、
過
酷
な
状
況
も
受

け
入
れ
、
行
動
で
き
る
「
タ
フ
な
人
間
」

を
育
て
た
い
の
で
す
。

　

本
学
に
は
、
独
自
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
は
じ
め

多
数
の
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
変
え
、
異
文

化
を
理
解
で
き
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」

と
な
る
門
戸
は
、
広
く
開
か
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
学
生
に
異
文
化
を
知
る
と
同

時
に
、
語
学
力
な
ど
を
磨
い
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

―

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
な
る
た
め

に
、
語
学
力
以
外
で
、
身
に
付
け
て
お

く
べ
き
こ
と
は
？

　

語
学
力
の
次
に
重
要
な
の
が
、
「
教

養
」
で
す
。
海
外
に
行
っ
て
、
現
地
の
人

に
「
日
本
か
ら
来
ま
し
た
」
と
言
う
と
、

文
化
を
は
じ
め
、
日
本
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

私
た
ち
は
自
分
の
国
に
つ
い
て
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
授
業
科
目
に

「
名
著
と
の
対
話
」
が
あ
り
ま
す
。
生
涯

に
一
度
は
触
れ
て
お
き
た
い
古
典
、
名
著

な
ど
計
20
冊
を
指
定
し
、
集
中
講
義
な
ど

で
熟
読
し
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
日
本
の

文
化
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
、
例
え
ば

『
武
士
道
』
（
新
渡
戸
稲
造
著
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
本
を
読
ん
で
、
日
本
の

文
化
に
つ
い
て
知
り
、
海
外
に
行
っ
た
と

き
に
、
日
本
人
と
し
て
自
分
の
国
を
説
明

で
き
る
力
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
と

り
わ
け
、
世
界
的
な
知
名
度
を
持
つ
広
島

か
ら
海
外
に
行
く
わ
け
で
す
か
ら
、
広
島

の
歴
史
や
、
平
和
に
対
す
る
思
い
も
含
め

て
説
明
で
き
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

―

広
島
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
本
学
が

果
た
す
べ
き
「
地
域
貢
献
」
と
は
？

　

本
学
の
取
り
組
み
が
、
文
部
科
学
省

の
選
定
す
る
本
年
度
の
「
地
（
知
）
の

拠
点
整
備
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
本
学
が
広
島
県
、
広
島

市
、
東
広
島
市
と
連
携
し
、
「
ひ
ろ
し

ま
の
平
和
発
信
」
「
条
件
不
利
地
域
」

「
障
が
い
者
支
援
」
と
い
う
広
島
地
域
の

重
点
課
題
の
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
で

す
。
そ
の
中
で
、
全
学
生
が
参
加
す
る
新

た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、
「
ひ

ろ
し
ま
」
を
知
り
、
理
解
し
、
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
地
元
企
業
に
卒
業
生
を
送
り
出

す
こ
と
も
地
域
貢
献
で
す
。
地
元
企
業
で

も
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
在
学
生
を
数

多
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
学
生
に
と
っ
て
「
社
会
で

働
く
」
と
い
う
こ
と
を
知
る
絶
好
の
機

会
。
社
会
勉
強
に
な
る
と
同
時
に
、
「
大

学
で
何
を
勉
強
す
れ
ば
よ
い
か
」
が
分
か

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
来
年
度
か
ら
、
１

年
生
を
対
象
と
し
た
体
験
型
の
授
業
科
目

を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
本
学
は
、
医
療
人
の
育
成
な
ど

を
通
し
て
「
地
域
の
医
療
を
守
る
」
と
い

う
責
任
が
あ
り
ま
す
し
、
高
度
医
療
を
提

供
す
る
大
学
病
院
は
、
地
域
医
療
の
最
後

の
砦
。
本
年
９
月
に
、
大
学
病
院
に
開
院

し
た
新
た
な
診
療
棟
は
、
そ
の
役
割
を
担

う
上
で
さ
ら
な
る
貢
献
を
果
た
す
で
し
ょ

う
。

―

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
と
「
地

域
貢
献
」
を
両
立
さ
せ
る
の
は
、
難
し

い
こ
と
で
は
？

　

「
地
域
」
と
い
う
言
葉
を
限
定
的
に
捉

え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
や
、

ア
ジ
ア
も
、
あ
る
意
味
で
は
「
地
域
」
。

日
本
や
ア
ジ
ア
に
「
研
究
大
学
」
と
し

て
、
広
く
貢
献
す
る
こ
と
も
本
学
の
使
命

で
す
。
現
在
、
日
本
の
医
療
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
そ
れ
を
開
発
途
上
国
、

特
に
ア
ジ
ア
に
、
「
教
育
体
制
も
含
め
て

提
供
し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
当

然
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
高
等
教
育
分
野

の
教
員
や
、
工
学
な
ど
の
も
の
づ
く
り
人

材
を
現
地
で
養
成
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

こ
れ
は
相
手
の
国
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
将
来
を
支
え
る
上
で
も
重
要

な
の
で
す
。
現
在
、
日
本
は
少
子
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
国
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
は
優
秀
な
若
い
人
材
が
必
要
。
そ

の
た
め
の
重
要
な
方
策
の
一
つ
が
、
留
学

生
の
獲
得
で
す
。
研
究
大
学
で
あ
る
本
学

は
、
「
地
域
貢
献
」
を
通
じ
て
、
そ
の
一

翼
を
担
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

―

本
年
８
月
、
文
部
科
学
省
は
、
研
究

力
強
化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
事
業
「
研
究
大
学
強
化

促
進
事
業
」
で
、
本
学
を
研
究
大
学
と

し
て
22
大
学
・
機
関
の
一
つ
に
選
定
し

ま
し
た
。
本
学
に
と
っ
て
の
同
選
定
の

意
義
は
？

　

こ
の
選
定
の
価
値
は
、
「
も
し
、
選
ば

れ
な
か
っ
た
ら
？
」
を
考
え
れ
ば
、
分
か

り
ま
す
。
留
学
生
は
「
研
究
大
学
」
を
目

指
し
、
日
本
人
学
生
も
「
研
究
大
学
」
に

集
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
代
の
流
れ

の
中
、
も
し
選
ば
れ
な
か
っ
た
ら
、
学
生

も
来
な
く
な
り
、
研
究
費
も
次
第
に
減
少

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
考
え
る

と
、
選
ば
れ
た
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
選
ば
れ
た
か
ら
、
こ
れ

で
終
わ
り
」
で
は
な
く
、
「
こ
れ
が
始

ま
り
」
な
の
で
す
。
「
研
究
力
の
強
化
」

が
本
学
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
す
か
ら
、

も
っ
と
研
究
力
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
具
体
的
に
は
、
今
後
10

年
間
で
、
論
文
数
や
被
引
用
数
、
大
学
院

の
留
学
生
数
を
倍
に
し
、
「
世
界
ト
ッ
プ

１
０
０
位
以
内
の
大
学
」
と
い
う
大
き
な

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

―

「
目
標
は
高
く
掲
げ
な
い
と
駄
目
」

と
い
う
の
が
、
学
長
の
持
論
だ
そ
う
で

す
が
。

　

そ
う
し
な
い
と
、
高
い
と
こ
ろ
に
到
達

で
き
ま
せ
ん
し
、
目
標
が
高
い
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
、
み
ん
な

努
力
し
続
け
る
の
で
す
。
こ
れ
は
「
生
涯

学
び
続
け
る
人
間
を
つ
く
る
大
学
」
と
い

う
精
神
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
研
究

力
が
高
く
な
れ
ば
、
教
育
力
も
上
が
り
ま

す
。
本
学
で
は
、
体
験
型
学
習
を
増
や

し
、
学
生
が
成
長
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
生
に
は
、
本
学
の
整
っ
た
環
境
の
中

で
学
び
、
主
体
的
に
行
動
し
、
自
分
の
進

む
べ
き
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
力
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
本
学
は
、
教
育
力
や
研
究
力
を
通

じ
て
、
「
学
生
が
成
長
す
る
大
学
、
国
際

社
会
で
存
在
感
の
あ
る
大
学
」
を
目
指
し

ま
す
。

　
11
月
２
日
（
土
）
、
第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
広
島
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
広

島
大
学
と
広
島
大
学
校
友
会
が
卒
業
生
や
元

教
職
員
な
ど
を
招
待
し
て
歓
待
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
毎
年
11
月
の
第
１
土
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
午
前
中

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
「
20
歳
の
風

景
」
、
山
内
昌
之
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
に
よ
る
学
術
講
演
「
歴
史
に
学
ぶ
志
」

を
開
催
。
メ
イ
ン
会
場
周
辺
で
は
、
物
産

展
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
学
生
チ
ー
ム
企

画
、
海
外
校
友
会
交
流
会
、
懇
親
会
な
ど
を

実
施
し
、
学
部
・
研
究
科
に
お
い
て
も
多
種

多
様
な
企
画
行
事
を
行
う
ほ
か
、
当
日
は
大

学
祭
、
E
‐
S
t
o
r
m
（
教
育
学
部
祭
）

（
11
月
３
日
（
日
）
も
開
催
）
も
同
時
開
催

し
ま
す
。
な
お
11
月
９
日
（
土
）
に
は
霞
キ

ャ
ン
パ
ス
に
て
、
霞
祭
（
11
月
10
日
（
日
）

も
開
催
）
と
と
も
に
北
村
惣
一
郎
氏
（
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）
に
よ
る
講

演
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
本
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
を

中
心
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
よ
り
多
く
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
教
職
員
、
在
学
生
が
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

 メイン会場：サタケメモリアルホール
  9:00～　　　　受付開始
10:00～11:00  オープニングセレモニー
　・ＨＣＤスペシャルコーラス
　・学長挨拶、来賓紹介　・大学歌合唱
　・広島大学「20歳の風景」スライドショー
11:00～12:00  学術講演 山内昌之氏
　（東京大学名誉教授）「歴史に学ぶ志」
※サタケメモリアルホールロビー
　「広島大学の歴史」展
　（10:00～17:00／広島大学文書館）　
 サタケメモリアルホール周辺
10:00～17:00　連携市町の物産展
11:00～16:00　ＨＣＤ学生チーム企画　
 学士会館会場
16:00～17:30　懇親会（会費制）　
 学部・研究科会場
■総合科学部・総合科学研究科
 ・ 海外留学報告会　13:30～15:00
 ・ 総合科学部後援会総会
　14:10～15:00/総合科学研究科
　第１会議室
■文学部・文学研究科
 ・ 世界とふれあう語学カフェ
　14:00～16:00/文学研究科Ｂ153講義室、
　講義棟１階学生ロビー
■教育学部・教育学研究科
 ・ 演奏会　オペラハイライト上演
　13:30～15:30/教育学研究科Ｆ棟101号室
 ・ プレゼンテーション「まなぶ・はたらく・く
らす」
　10:00～17:00/北体育館、体育館前

■法学部・経済学部・社会科学研究科
 ・ 講演会
　13:30～14:45/法学部・経済学部
　講義棟Ｂ351大会議室
 ・ 懇親会
　14:50～15:30/法学部・経済学部
　講義棟Ａ102中会議室
■理学部・理学研究科
 ・ 生物科学科同窓会
　12:30～16:00/理学研究科Ｅ002
 ・ 地球惑星システム学専攻　シンポジウム
　13:00～17:00/理学研究科
　Ｂ棟603号室
■先端物質科学研究科
 ・ 研究室公開
　11:00～15:00/先端物質科学研究科、
　ナノデバイス・バイオ融合科学研究所
■工学部・工学研究科
 ・ 研究室訪問、パネル展示
　13:30～15:00/工学研究科大会議室
　他
■生物生産学部・生物圏科学研究科
 ・ 食料・環境問題国際シンポジウム
　13:00～16:30/生物生産学部Ｃ206
　講義室
■国際協力研究科
 ・ 20周年記念セミナー
　13:30～15:00/国際協力研究科
　大会議室
■霞地区合同（11／9（土））
（医学部・歯学部・薬学部・医歯薬保健学研
究科・原爆放射線医科学研究所・大学病院）
 ・ 講演会  北村惣一郎氏

　「再生医療と人工臓器」
　15:00～16:30/霞キャンパス広仁会館
　大会議室
　※霞祭（11／9（土）、10（日））開催
■文書館「昭和のかお里」優品展
　11／1（金）、2（土）
　10:30～17:30/中央図書館１階ロビー
■情報メディア教育研究センターセミナー
　13:30～16:30/情報メディア教育研究
　センター
■東広島天文台
　17:00～19:00　観望会
　※天文台へマイクロバスの送迎有
■キャリアセンター（11／30（土））
 ・ 基調講演・個別交流会
　13:00～17:30／法・経済学部
 ・ 懇親会
　17:30～19:30／東福利会館
　
 大学祭、Ｅ‒Ｓｔｏｒｍ（教育学部祭）
11／2（土）、3（日）開催

松井 理恵子 Rieko Matsui
広島市水道局 施設部水質管理課
（2011年3月 理学研究科中退）

中原 健太 Kenta Nakahara
株式会社日立製作所
調達統括本部材料調達部鋼材グループ
（2008年3月 総合科学部卒業）

　

弱
視
の
人
が
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
範
囲
や
文
字
の
大
き
さ
な
ど
を
測
定

す
る
i
P
a
d
専
用
の
無
料
ア
プ
リ
「
日

用
視
野
測
定
ツ
ー
ル
」
を
開
発
し
た
、
教

育
学
研
究
科
の
氏
間
和
仁
准
教
授
。

　

こ
の
ツ
ー
ル
を
使
え
ば
、
人
に
よ
っ
て

違
う
「
見
え
に
く
さ
」
を
客
観
的
に
測
定

で
き
、
教
育
支
援
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

先
生
の
専
門
は
教
育
学
。
中
で
も
、

「
視
覚
障
害
教
育
」
の
分
野
を
中
心
に
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
„
見
え
に
く
い
＂
と
は
ど
う
い
う
状

態
な
の
か
、
実
際
、
本
人
に
は
ど
の
よ
う

に
見
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
理
解
で
き

る
と
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
そ
の
人
に
と

っ
て
見
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
私
の
研

究
の
基
本
的
な
ベ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
教

育
学
と
い
う
の
は
実
学
で
す
か
ら
、
実
際

に
困
っ
て
い
る
人
に
、
そ
の
結
果
を
ど
う

反
映
し
て
い
く
か
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
」
と
先
生
。

　

今
回
開
発
さ
れ
た
日
用
視
野
測
定
ツ
ー

ル
を
使
う
と
、
自
分
で
は
自
覚
し
づ
ら
い

見
え
に
く
さ
を
客
観
的
に
測
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
「
そ
の
人
の
見
え
方
を

私
た
ち
が
少
し
で
も
理
解
し
、
そ
れ
に
応

じ
た
教
育
的
支
援
を
し
て
い
く
。
測
定

と
、
そ
の
結
果
を
反
映
さ
せ
た
指
導
方
法

の
連
携
が
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ん
で
す
。
そ
し
て
、
ア
プ
リ
を
使
う
に
は

や
は
り
練
習
が
必
要
。
練
習
の
仕
方
も
重

要
で
す
し
、
負
担
感
な
く
身
に
付
け
て
も

ら
う
の
は
、
教
育
の
一
番
得
意
な
部
分
で

す
ね
」

　

先
生
の
研
究
室
で
は
、
金
・
土
・
日
曜

日
に
、
視
覚
障
害
の
人
を
対
象
に
し
た
教

育
相
談
を
附
属
特
別
支
援
教
育
実
践
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
て
、
見
え
に
く
さ
に
悩

ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
・
学
校
の
担

任
の
先
生
な
ど
の
関
係
者
が
、
全
国
か
ら

相
談
に
来
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

 
「
見
え
方
も
年
齢
も
手
指
の
器
用
さ
も
、

機
械
と
の
親
和
性
も
人
に
よ
っ
て
違
う
ん

で
す
。
検
査
し
た
り
、
実
際
に
や
り
と
り

し
た
り
す
る
中
で
、
ど
ん
な
ア
プ
リ
を
使

っ
た
ら
い
い
の
か
大
体
見
え
て
く
る
ん
で

す
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
出
て
く
る
こ

と
も
あ
り
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
答
え
を

出
せ
な
い
ん
で
す
が
、
そ
う
な
っ
た
と
き

は
、
研
究
室
を
あ
げ
て
調
べ
て
い
ま
す
」

　

研
究
者
と
し
て
の
今
後
の
目
標
を
聞
く

と
、
「
教
員
を
養
成
す
る
場
の
研
究
者
と

し
て
、
視
知
覚
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究

は
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
成
果
を
臨
床
で

活
用
し
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

る
の
か
を
常
に
考
え
突
き
詰
め
て
い
っ

て
、
そ
れ
こ
そ
『
視
覚
障
害
教
育
学
』
と

い
う
学
問
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
く
ら
い
ま

で
、
基
礎
的
な
理
論
と
臨
床
を
体
系
的
に

構
築
し
て
い
き
た
い
」
と
、
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
「
目
が
見
え
に
く
い
人
っ
て
、

40
〜
50
歳
を
す
ぎ
た
ら
ぐ
っ
と
増
え
て
く

る
。
意
外
に
身
近
な
ん
で
す
よ
、
視
覚
障

害
者
の
教
育
っ
て
。
私
た
ち
が
や
っ
て
い

る
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
中
で
は
あ
ま
り

メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
で
す
が
、
社
会
全
体

で
捉
え
る
と
、
恩
恵
を
受
け
る
人
が
か
な

り
多
い
分
野
で
も
あ
る
。
そ
う
考
え
る

と
、
視
覚
障
害
教
育
を
学
問
と
し
て
体
系

づ
け
て
い
く
の
は
、
社
会
全
体
と
し
て
も

有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
見
え
に

く
さ
で
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
を
も
っ
と
ハ

ッ
ピ
ー
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

広
島
大
学
基
金
は
、皆
さ
ま
か

ら
の
ご
寄
附
に
よ
り
運
営
し
、主

に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
奨
学
金
、学
生
の

海
外
派
遣
な
ど
の
学
生
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

今
回
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
、ご
芳

名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援

▼
井
山
英
男
さ
ん
▼
医
療
法

人
社
団
み
め
ぐ
み
会
サ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
理
事
長
中
村
雄
二
さ
ん

▼
医
療
法
人
み
な
み
会
理
事

長
星
野
修
司
さ
ん
▼
越
智
光

夫
さ
ん
▼
加
藤
美
志
彦
さ
ん

▼
國
利
辰
洋
さ
ん
▼
坂
下
勝

さ
ん（「
特
別
校
友
」の
称
号
授

与
）▼
Ｄ
＆
Ｘ
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
董
国
斌
さ
ん
▼

広
島
大
学
天
水
職
員
宿
舎
自

治
会
世
話
人
丹
根
一
夫
さ
ん
▼

広
島
大
学
医
学
部44

年
卒
ク

ラ
ス
会
さ
ん
▼
星
野
修
司
さ

ん（「
特
別
校
友
」の
称
号
授

与
）▼
森
脇
慎
也
さ
ん
▼
山
田

章
弘
さ
ん
▼
温
泉
川
梅
代
さ

一
人
一
人
の「
見
え
に
く
さ
」を
理
解
し
、

「
も
っ
と
見
え
や
す
い
」環
境
を
作
っ
て
い
く

相
手
の
気
持
ち
を
ま
ず
は
理
解
し
、

全
力
を
つ
く
す

視
覚
障
害
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
。

そ
う
い
う
人
た
ち
を
も
っ
と
ハ
ッ
ピ
ー
に
！

水道局での仕事は?
　主な仕事は皆さんが日々使っている水
道水を、浄水場などで検査することです。
水道の水質などの問い合わせにも答え、
時には自宅まで伺って水質を検査するこ
ともあります。もともと大学では、タンパク
質の構造を分析する研究をしていたの
で、分析ができる仕事を希望していまし
た。大学院1年の時、試験に合格し就職が
決まりました。
水道局の仕事は検査だけじゃない?!
　仕事を始めて分かったのですが、広島市には多岐にわたる仕事があります。特に驚
いたのが、市のいろいろな部門が、広報の一環として、フラワーフェスティバルなどの
イベントに、ブースを出展していることです。水道局のブースでは、「飲んでみんさい!
広島の水」というボトルウオーターをアンケートに答えてくれた人へプレゼントしまし
た。他にも、小学校の浄水場見学や出前教室などを通して、
水道局の仕事と水道について知ってもらう取り組みもして
います。
　安全な水を届けることで広島市民の生活を支えている
仕事なので、やりがいを感じます。
学生時代の経験で、今、役立っていることは?
　服の販売のアルバイトをしていましたが、幅広い年代の
人を接客したことで話の幅が広がり、人と話すのが好きになりました。大学最後の年
には、約5カ月間イギリスに留学しました。英語はあまり得意ではなかったのですが、
伝えたいという気持ちがあれば思いは通じるし、何より自分の意見を言えるようにな

りました。言わないと相手に伝わらないですから。
アルバイトや留学を通して、コミュニケーション能
力が身に付いたと思います。仕事はコミュニケー
ションから始まると日々感じますので、学生時代に
さまざまな立場の人と関わる経験をして良かった
と思いますし、今の仕事にも生きています。
これから挑戦したいこと
　いろんな部署に異動してさまざまな視点から学
び、「水道」についてもっと詳しくなりたいです。そ

現在の仕事は?
　当社は、さまざまな材料や部品を他社
から購入し、加工・組み立てして製品化
し、顧客に製品を提供することで成り立っ
ています。私の仕事は、材料・部品の調達
で、主に鉄板を担当しています。ただし、
単純に「売られているものを買う」のでは
なく、まずは市場調査で相場を把握し、そ
れから取引先と交渉し、価格を擦り合わ
せ、購入します。
仕事で大切にしていること

　調達は、材料・部品を取り扱う取引先の営業担当者と顔を合わせて、やりとりをす
る仕事です。相手側は「売らない」という選択肢を持っていますが、調達に「買わない

」の選択肢は存在しません。そのため、相手にとって日立の窓
口は自分自身であり、「自分の振る舞いが日立の印象を決める
」ということを意識し、取引相手にも当社に良いイメージを持
ってもらえるよう心掛けています。これは入社当初、先輩社員
から「全人格を鍛えなさい」と教わったことがきっかけでした。
「目に見える部分だけでなく、見えない部分も鍛える」というこ
とです。見えない部分が、普段の振る舞いに表れると考えるか
らです。
社会人になって発見したこと

　相手の気持ちを考えて話すようになりました。配慮ができるようになり、心が穏や
かになった気がします。自分を含めて、それぞれの立ち位置を理解するように心掛け
ている成果かもしれません。特に学生時代は「何でも自分でできる!」と思っていたの
ですが、その自信は入社後すぐに崩壊しました。その代わり、助けを求め、また助けを
出すようになりました。仕事は自分一人です
るものではないと分かったからです。
後輩に伝えたいこと
　海外に行くことをお勧めします。留学でも
旅行でもかまいませんが、ポイントは一人で
行くこと。ビジネスの場は、今後さらに世界
へ広がります。海外へ出張することになった
ら、全て一人で調べ準備しなければならな

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

広
島
大
学
基
金
事
務
局

℡
０
８
２（
４
２
４
）６
１
３
２

ご
寄
附
者
ご
芳
名（
五
十
音
順
）

広
島
大
学
基
金
運
営

へ
の
ご
支
援
に
、心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
仕
事
拝
見
！

年間約600人が海外へ 学部１年生から大学院生向けまで、世界各地へ
派遣するプログラムを用意しています多様な海外派遣プログラム 広

大
か
ら
世
界
へ 

世
界
か
ら
広
大
へ

世界66ヵ国・地域から９９４人の留学生
を受け入れ
キャンパスでの国際交流

（平成25年5月1日現在）

Ｏ
Ｂ  
Ｏ
Ｇ
紹
介

広
大
生
の
た
め
の
広
報
誌

「
H
U
‐
s
t
y
l
e
」で

紹
介
し
た
Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

HU-style
vol.30（2012.7）

＆
vol.33（2013.4）

より

以前参加した友達に、「アクティブで学習意欲の高い人が
集まる」と聞き、いろんな学部の人たちと関わってみたい
と思い参加しました。現地では、英語でプレゼンテーショ
ンする機会がとても多く、ジエスチャーやアイコンタクト
をとるなど、単純なことが意外とできていないことに気づ
かされましたね。最初は英語でのやりとりに苦労しました
が、使えそうな言葉をまねしているうちに少しずつ会話が
長く続くようになりました。一緒に参加したメンバーの中
には、長期の語学留学を目指してがんばっている子もい
ます。私も将来論文を書いたり、世界の人を相手に自分の
研究を発表したりするために、英語力を磨いていきたい

海外経験の少ない学部新入
生が対象で、海外で異文化を
体験する機会を提供し、国際
交流や留学への関心を高める
きっかけとなるプログラムで
す。参加費用の一部を大学が
補助し、学生の経済的負担を

大学間学生交流協定に
基づく、半年～1年間の
交換留学。単位互換が認
められます。

広島大学と、留学先の
海外協定大学から1つ
ずつ、合計2つの修士
学位を取得することが
できます。

大学院生を対象とし
た、国際社会で活躍で
きる実践的研究者・専
門職業人を育成する
ための海外でのイン
ターンシッププログラ

登録した学生に対し、学内外での国際交流イ
べン卜など国際交流に関する様々な情報を提
供します。

留学生と日本人学生がペアを組んで練習相手
になり、お互いの語学力向上を目指すシステム

留学生一人につき日本人学生一人がつき、半
年から1年間、生活・学習面でのサポートを行

International Luncheonをはじめ、留学生と日
本人学生が交流を深められるイベントを開催
しています。

海外へと一歩踏み出したことで、
視野が大きく広がりました

＆

第６回広島大学ホームカミングデーの様子

11
月
２
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土
）
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（韓国）




